
　２月22日、黄川田仁志地域未来戦略担当大臣（内閣府特命担当大臣）が美咲町を訪れ、本町が進める
取り組みを視察されました。人口減少という大きな課題に対し、現実を直視し、環境に合わせてシステム
を最適化する「スマートシュリンク」の取り組みに大臣から高い評価をいただきました。

　２月22日、黄川田仁志地域未来戦略担当大臣（内閣府特命担当大臣）が美咲町を訪れ、本町が進める
取り組みを視察されました。人口減少という大きな課題に対し、現実を直視し、環境に合わせてシステム
を最適化する「スマートシュリンク」の取り組みに大臣から高い評価をいただきました。

主な内容主な内容
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黄川田仁志地域未来戦略担当大臣（内閣府特命担当大臣）が美咲町を視察
～人口減少時代を生き抜く「スマートシュリンク」の現場へ～

き   かわ   だ   ひと   し

P02～　美咲町小規模多機能自治組織に認定（加美まちづくり協議会、江与味自治会）P02～　美咲町小規模多機能自治組織に認定（加美まちづくり協議会、江与味自治会）P02～　美咲町小規模多機能自治組織に認定（加美まちづくり協議会、江与味自治会）



　江与味自治会は、自分たちの住む地域は自分たちで守る意識が強く、地域の健全化と活性化のた
めに、古くからさまざまな活動をしてきました。
　「オーイ元気だぞ！　伊吹の里」を地区のスローガンとし、「できる人が、できることから」無
理なく楽しく参加できるように、次の活動の三本柱を立てました。江与味を大切にする“こころ”を
子や孫の世代まで継承し、30年後も「元気だぞ！」と胸を張れる地域づくりを進めていきます。

　原田第一、原田二区、越尾、新城、金堀、小原、西幸第１、西幸共栄、頼元の９自治会で構成さ
れています。
　令和５年４月に実施した中学生以上全員アンケートの結果をもとに、次の５部会を設置し、ス
ローガンを掲げ活動を進めています。
●空き家・移住・関係人口部会：「空家でもみがけば笑顔あふれる宝箱」
●草刈り・鳥獣害部会：「子どもが安心して、外で遊べる環境を整えよう！」
●見守り・防災・助け合い（お助け隊）部会：「あなたと共に生活支援サポーター」
●子ども・居場所部会：「そうじゃ！ここに来れば楽しくなれる！」
●DX・情報発信等部会：「笑顔の花　たくさん咲くよ　加美地域」

　また、小学生のアイデアの中か
ら、加美まちづくり協議会の全体
スローガンを『幸せ咲く未来ある
加美地域』と決め、「空き家利活
用」「草刈り安全講習」「生活支
援サポーターへの研修会」「体験
を通じた学びの場づくり」「活動
を発信」など、今後、部会ごとの
課題に取り組んでいきます。

　人口減少と高齢化が進む中、自治会より広い枠組みで、住民自らが地域課題に向き合い、

　　 んなで　　　さえ合って　　　ょうりょくするまちづくりが「小規模多機能自治」に

よる地域づくりです。

　加美まちづくり協議会、江与味自治会の２協議会が、地域住民自ら作成したアンケート結果から

見えてきた地域課題や現状を共有し、地域づくりの指針となる『地域みらい計画書』を作成し、

美咲町小規模多機能自治組織に認定されました。
み さ き

美咲町の小規模多機能自治の取り組みを紹介した「プライド～せとうち経済のチカラ～」（2025年 11月22日放送、テレビせとうち）がYouTubeで公開されています。
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タクシー券（紙）

電子チケット

WEBで運用します！
※スマホなどで
　利用可能です。

町のけいじばん 役場での各種手続きには、身分証明書（マイナンバーカードなど）が必要です。場合によって
は印鑑が必要なことがあります。その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

申
請
・
手
続
き

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
生
活
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
４

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
１

　
休
日
窓
口
で
は
、
カ
ー
ド
の
申
請
と
受

け
取
り
・
更
新
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
け
取
り
を
す
る
人
は
事
前
に
通
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
証
明
書
発
行
、

転
入
・
転
出
な
ど
の
手
続
き
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
新
規
に
カ
ー
ド
の
申
請
を
す
る
人
は

「
通
知
カ
ー
ド
」と「
本
人
確
認
書
類
」

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
住
民
生

活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
５
月
10
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

■
開
設
窓
口

　
住
民
生
活
課

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

（
美
咲
町
在
宅
重
度
障
害
者
介
護
者
支
援

手
当
支
給
事
業
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
対
象
外
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
個

別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
支
給
要
件

①
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資
格
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
、
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
人

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る
こ
と

※
対
象
外
＝
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
４
千
円

■
申
請
方
法

　
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請

■
支
払
い
方
法

　
原
則
、
申
請
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
年
２
回
に
分
け
て
支
給

■
申
請
時
に
添
付
す
る
も
の

　
介
護
者
の
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

（
美
咲
町
在
宅
介
護
者
支
援
手
当
支
給
事

業
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
対
象
外
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
申
請
者
で
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
に
は
個
別
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
支
給
要
件

①
要
介
護
４
以
上
ま
た
は
町
が
そ
れ
に
相

当
す
る
と
認
め
た
人
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
人

②
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
を
受
け
て

い
る
人
の
ど
ち
ら
も
美
咲
町
に
住
所
が

あ
る
こ
と

※
対
象
外
＝
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
１
万
円

■
申
請
方
法

　
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請

■
支
払
い
方
法

　
原
則
、
申
請
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
年
２
回
に
分
け
て
支
給

（
美
咲
町
障
害
者
等
移
動
支
援
事
業
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
タ
ク
シ
ー
券

（
１
万
２
千
円
分
）ま
た
は
給
油
券（
６
千

円
分
）
ど
ち
ら
か
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
美
咲
町
に
住
所
が
あ
り
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て

い
る
人

※
対
象
外
＝
美
咲
町
特
定
疾
患
等
通
院
交

通
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
人
。

■
申
請
方
法

　
年
１
回
、
町
へ
申
請
書
を
提
出

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
各
種

書
類
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

■
申
請
時
に
添
付
す
る
も
の

　
介
護
者
の
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈭

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈭

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

【
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
】

重
度
障
害
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
人
へ
手
当
を
支
給
し
ま
す

【
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
】

重
度
要
介
護
認
定
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
へ
手
当
を
支
給
し
ま
す

重
度
障
害
の
あ
る
人
へ
タ
ク
シ
ー
券
や

給
油
券
を
支
給
し
ま
す
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れ
ま
し
た
。

前
回
申
請
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で
要
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す
る
と
思
わ

れ
る
人
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個
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に
案
内
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送
り
ま
す
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給
要
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①
要
介
護
４
以
上
ま
た
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が
そ
れ
に
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当
す
る
と
認
め
た
人
を
在
宅
で
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護
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て
い
る
人

②
介
護
を
し
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る
人
、
介
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を
受
け
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人
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ち
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美
咲
町
に
住
所
が

あ
る
こ
と

※
対
象
外
＝
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
系

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ま
た
は
15
日
以
上

の
短
期
入
所
を
し
た
月
。

■
支
給
額
（
ひ
と
月
あ
た
り
）

　
１
万
円

■
申
請
方
法

　
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請

■
支
払
い
方
法

　
原
則
、
申
請
月
の
前
月
分
ま
で
の
手
当

を
年
２
回
に
分
け
て
支
給

（
美
咲
町
障
害
者
等
移
動
支
援
事
業
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
タ
ク
シ
ー
券

（
１
万
２
千
円
分
）ま
た
は
給
油
券（
６
千

円
分
）
ど
ち
ら
か
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
美
咲
町
に
住
所
が
あ
り
在
宅
で
生
活
し

て
い
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て

い
る
人

※
対
象
外
＝
美
咲
町
特
定
疾
患
等
通
院
交

通
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
人
。

■
申
請
方
法

　
年
１
回
、
町
へ
申
請
書
を
提
出

※
申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
各
種

書
類
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）

■
申
請
時
に
添
付
す
る
も
の

　
介
護
者
の
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈭

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈭

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

【
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
】

重
度
障
害
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
人
へ
手
当
を
支
給
し
ま
す

【
支
給
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
】

重
度
要
介
護
認
定
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
へ
手
当
を
支
給
し
ま
す

重
度
障
害
の
あ
る
人
へ
タ
ク
シ
ー
券
や

給
油
券
を
支
給
し
ま
す

5 2026.4



町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（マイナンバーカードなど）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
自
分
の
感
じ
た
こ

と
、
思
い
な
ど
を
発
表
さ
れ
ま
す
。
歌
や

ダ
ン
ス
、
障
が
い
者
団
体
・
施
設
な
ど
の

出
店
も
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の

思
い
を
ぜ
ひ
聞
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
５
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時

を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
令
和
８
年
度
営
農
計
画
書
を
提
出
し
て

い
る
次
の
稲
作
経
営
者

・
町
内
農
地
で
稲
作
経
営
す
る
農
業
者
ま

た
は
農
業
団
体

②
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

■
補
助
対
象
経
費

　
稲
作
に
必
要
な
農
業
機
械
の
修
繕
費

■
補
助
金
額
及
び
補
助
率

　
上
限
５
万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

■
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
年
度
の
み

■
申
請
期
限

　
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮

（
美
咲
町
特
定
疾
患
等
通
院
交
通
費
補
助

金
交
付
事
業
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
治
療
の
通
院
に

か
か
る
交
通
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
通
院
で
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

②
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

を
持
ち
、
通
院
治
療
を
受
け
て
い
る
人

■
補
助
金
額

　
１
日
当
た
り
５
０
０
円
（
限
度
額
は
月

７
千
円
）

■
申
請
方
法

　
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請

■
交
付
方
法

　
原
則
、
申
請
月
の
前
月
分
ま
で
の
補
助

金
を
年
２
回
に
分
け
て
交
付

■
申
請
時
に
添
付
す
る
も
の

①
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
毎
年
４
月
、
10

月
に
、
前
月
ま
で
の
半
年
分
の
福
祉
手
当

が
受
給
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
①
～
③
を
満
た
す
人

①
町
内
に
２
年
以
上
住
民
票
が
あ
り
、
住

ん
で
い
る
人

②
20
歳
未
満
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る
人

■
金
　
額

　
月
額
５
千
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
各
種
手
帳

・
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
の
写
し
）

※
既
に
受
給
中
の
人
は
手
続
き
を
す
る
必

【
問
い
合
わ
せ
】
久
米
郡
商
工
会

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
０
０
３
３

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
り
替
え
に
よ
る
固

定
費
（
電
気
代
）
の
削
減
を
通
じ
て
事
業

継
続
を
支
援
し
ま
す
。
事
業
実
施
主
体
は

久
米
郡
商
工
会
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　
久
米
郡
商
工
会
員

■
補
助
対
象
経
費

　
町
内
の
民
間
事
業
所
に
設
置
す
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
器
具
の
本
体
設
備
、
付
属
設
備
の

購
入
費
、
そ
の
設
置
費

■
補
助
金
額
・
補
助
率

　
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
、
上
限
５
万

円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

■
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
～
９
年
度

■
申
請
期
限

　
各
年
度
２
月
末

■
申
請
先

　
久
米
郡
商
工
会

　
農
業
機
械
の
導
入
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
を
推
進

し
、担
い
手
の
経
営
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
申
請
年
度
営
農
計
画
書
を
提
出
し
て
い

る
次
の
い
ず
れ
か
の
稲
作
経
営
者

・
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
ま

た
は
集
落
営
農
組
織

・
町
内
農
地
で
１
ha
以
上
の
稲
作
経
営
す

る
農
業
者
又
は
農
業
団
体

②
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

■
補
助
対
象
機
械

　
次
に
掲
げ
る
稲
作
に
必
要
な
農
業
機
械

で
事
業
費
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ

ン
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
、
農
業
用
ラ
ジ

コ
ン
草
刈
機
、
な
ど

■
補
助
金
額

　
50
万
円

■
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
～
10
年
度

※
３
年
度
で
１
回
の
み
申
請
が
可
能
。

■
申
請
期
限

　
各
年
度
２
月
末

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
稲
作
経
営
者
が
行
う
農
業
機
械
の
修
繕

（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

②
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書
（
様
式
は
福

祉
し
あ
わ
せ
課
・
各
総
合
支
所
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

③
申
請
者
の
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈭

　（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

■
場
　
所

　
旧
打
穴
小
学
校
体
育
館

■
主
　
催

　
美
咲
町
障
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

※
当
日
は
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
も
あ
り

ま
す
。

第
８
回
障
が
い
者
本
人
の
主
張
大
会 

in 

美
咲

～
私
の
想
い
を
届
け
た
い
～
を
開
催
し
ま
す

人
工
透
析
や
難
病
の
通
院
治
療
が
必

要
な
人
へ
交
通
費
の
補
助
を
し
ま
す

障
害
児
（
者
）
と
保
護
者
へ
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す

（
商
工
業
者
向
け
）

美
咲
町
商
工
業
継
続
支
援
事
業
補
助
金

（
農
業
者
向
け
）

美
咲
町
稲
作
農
業
機
械

導
入
支
援
事
業
補
助
金

（
農
業
者
向
け
）

美
咲
町
稲
作
農
業
機
械

修
繕
支
援
事
業
補
助
金

・
交
付
申
請
書
（
様
式
は
福
祉
し
あ
わ
せ

課
・
各
総
合
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

・
給
油
券
を
申
請
す
る
場
合
は
、
給
油
す

る
自
動
車
の
車
検
証

※
タ
ク
シ
ー
券
・
給
油
券
は
、
い
ず
れ
か

一
方
を
年
１
回
交
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
地
域
み
ら
い
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
１

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
令
和
８
年
６
月
１
日
時
点
で
全
国
全
て

の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
調
査
を
行
い

ま
す
。調
査
期
間
は
５
月
か
ら
６
月
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
行
政
施
策
の
立
案
や

民
間
企
業
の
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
地

域
や
社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
の
方
法

・
支
社
な
ど
の
な
い
単
独
事
業
所

…
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
直
接

配
布
し
ま
す
。

・
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業

…
国
か
ら
企
業
の
本
社
宛
て
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　今年度も「みさき健康ポイント制度」を実施します。詳しくは美咲町ホームページ

をご覧ください。

ポイント対象期間
　令和８年４月～令和９年３月末

令和８年度登録グループ・登録事業新規募集中
〈対象グループ〉

・町内の各組織や団体の開催する事業・行事の中で、健康づくりを目的とするもの

・健康づくりにつながる活動をしているグループ

〈登録方法〉

　健康推進課または各総合支所地域振興課に登録用紙を提出してください。

　登録用紙は、健康推進課または各総合支所地域振興課にあります。

※令和７年度に登録しているグループは引き続き登録するので、新しく申請する必要はありませ

ん。ポイントカードが必要な人は健康推進課または各総合支所地域振興課に取りに来てくださ

い。

集めたら健康が手に入る！？
「みさき健康ポイント制度」のお知らせ

【問い合わせ】健康推進課　☎０８６８（６６）１１９５　5０８６８（６６）１１６７
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（マイナンバーカードなど）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
自
分
の
感
じ
た
こ

と
、
思
い
な
ど
を
発
表
さ
れ
ま
す
。
歌
や

ダ
ン
ス
、
障
が
い
者
団
体
・
施
設
な
ど
の

出
店
も
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の

思
い
を
ぜ
ひ
聞
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
５
月
16
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時

を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
令
和
８
年
度
営
農
計
画
書
を
提
出
し
て

い
る
次
の
稲
作
経
営
者

・
町
内
農
地
で
稲
作
経
営
す
る
農
業
者
ま

た
は
農
業
団
体

②
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

■
補
助
対
象
経
費

　
稲
作
に
必
要
な
農
業
機
械
の
修
繕
費

■
補
助
金
額
及
び
補
助
率

　
上
限
５
万
円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

■
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
年
度
の
み

■
申
請
期
限

　
令
和
９
年
２
月
26
日
㈮

（
美
咲
町
特
定
疾
患
等
通
院
交
通
費
補
助

金
交
付
事
業
）

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
治
療
の
通
院
に

か
か
る
交
通
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

①
通
院
で
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

②
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

を
持
ち
、
通
院
治
療
を
受
け
て
い
る
人

■
補
助
金
額

　
１
日
当
た
り
５
０
０
円
（
限
度
額
は
月

７
千
円
）

■
申
請
方
法

　
毎
年
４
月
・
10
月
に
申
請
月
ま
で
の
半

年
分
を
申
請

■
交
付
方
法

　
原
則
、
申
請
月
の
前
月
分
ま
で
の
補
助

金
を
年
２
回
に
分
け
て
交
付

■
申
請
時
に
添
付
す
る
も
の

①
給
付
対
象
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

【
問
い
合
わ
せ
】
福
祉
し
あ
わ
せ
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
２
９

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
毎
年
４
月
、
10

月
に
、
前
月
ま
で
の
半
年
分
の
福
祉
手
当

が
受
給
で
き
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
①
～
③
を
満
た
す
人

①
町
内
に
２
年
以
上
住
民
票
が
あ
り
、
住

ん
で
い
る
人

②
20
歳
未
満
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

持
っ
て
い
る
人

■
金
　
額

　
月
額
５
千
円

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
各
種
手
帳

・
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も
の
（
通
帳

な
ど
の
写
し
）

※
既
に
受
給
中
の
人
は
手
続
き
を
す
る
必

【
問
い
合
わ
せ
】
久
米
郡
商
工
会

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
０
０
３
３

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
取
り
替
え
に
よ
る
固

定
費
（
電
気
代
）
の
削
減
を
通
じ
て
事
業

継
続
を
支
援
し
ま
す
。
事
業
実
施
主
体
は

久
米
郡
商
工
会
で
す
。

■
補
助
対
象
者

　
久
米
郡
商
工
会
員

■
補
助
対
象
経
費

　
町
内
の
民
間
事
業
所
に
設
置
す
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
器
具
の
本
体
設
備
、
付
属
設
備
の

購
入
費
、
そ
の
設
置
費

■
補
助
金
額
・
補
助
率

　
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
、
上
限
５
万

円
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

■
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
～
９
年
度

■
申
請
期
限

　
各
年
度
２
月
末

■
申
請
先

　
久
米
郡
商
工
会

　
農
業
機
械
の
導
入
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
を
推
進

し
、担
い
手
の
経
営
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
申
請
年
度
営
農
計
画
書
を
提
出
し
て
い

る
次
の
い
ず
れ
か
の
稲
作
経
営
者

・
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
ま

た
は
集
落
営
農
組
織

・
町
内
農
地
で
１
ha
以
上
の
稲
作
経
営
す

る
農
業
者
又
は
農
業
団
体

②
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

■
補
助
対
象
機
械

　
次
に
掲
げ
る
稲
作
に
必
要
な
農
業
機
械

で
事
業
費
１
０
０
万
円
以
上
の
も
の
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ

ン
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
、
農
業
用
ラ
ジ

コ
ン
草
刈
機
、
な
ど

■
補
助
金
額

　
50
万
円

■
事
業
実
施
期
間

　
令
和
８
～
10
年
度

※
３
年
度
で
１
回
の
み
申
請
が
可
能
。

■
申
請
期
限

　
各
年
度
２
月
末

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
産
業
観
光
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
１
８

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
稲
作
経
営
者
が
行
う
農
業
機
械
の
修
繕

（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

②
医
療
機
関
の
通
院
証
明
書
（
様
式
は
福

祉
し
あ
わ
せ
課
・
各
総
合
支
所
窓
口
に

あ
り
ま
す
）

③
申
請
者
の
振
り
込
み
口
座
が
分
か
る
も

の
（
通
帳
な
ど
の
写
し
）

■
申
請
期
限

　
４
月
30
日
㈭

　（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

■
場
　
所

　
旧
打
穴
小
学
校
体
育
館

■
主
　
催

　
美
咲
町
障
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

※
当
日
は
要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
も
あ
り

ま
す
。

第
８
回
障
が
い
者
本
人
の
主
張
大
会 

in 

美
咲

～
私
の
想
い
を
届
け
た
い
～
を
開
催
し
ま
す

人
工
透
析
や
難
病
の
通
院
治
療
が
必

要
な
人
へ
交
通
費
の
補
助
を
し
ま
す

障
害
児
（
者
）
と
保
護
者
へ
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す

（
商
工
業
者
向
け
）

美
咲
町
商
工
業
継
続
支
援
事
業
補
助
金

（
農
業
者
向
け
）

美
咲
町
稲
作
農
業
機
械

導
入
支
援
事
業
補
助
金

（
農
業
者
向
け
）

美
咲
町
稲
作
農
業
機
械

修
繕
支
援
事
業
補
助
金

・
交
付
申
請
書
（
様
式
は
福
祉
し
あ
わ
せ

課
・
各
総
合
支
所
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

・
給
油
券
を
申
請
す
る
場
合
は
、
給
油
す

る
自
動
車
の
車
検
証

※
タ
ク
シ
ー
券
・
給
油
券
は
、
い
ず
れ
か

一
方
を
年
１
回
交
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
地
域
み
ら
い
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
１

5
０
８
６
８
（
６
６
）
２
０
３
８

　
令
和
８
年
６
月
１
日
時
点
で
全
国
全
て

の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に
調
査
を
行
い

ま
す
。調
査
期
間
は
５
月
か
ら
６
月
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
行
政
施
策
の
立
案
や

民
間
企
業
の
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、
地

域
や
社
会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
の
方
法

・
支
社
な
ど
の
な
い
単
独
事
業
所

…
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
直
接

配
布
し
ま
す
。

・
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業

…
国
か
ら
企
業
の
本
社
宛
て
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　今年度も「みさき健康ポイント制度」を実施します。詳しくは美咲町ホームページ

をご覧ください。

ポイント対象期間
　令和８年４月～令和９年３月末

令和８年度登録グループ・登録事業新規募集中
〈対象グループ〉

・町内の各組織や団体の開催する事業・行事の中で、健康づくりを目的とするもの

・健康づくりにつながる活動をしているグループ

〈登録方法〉

　健康推進課または各総合支所地域振興課に登録用紙を提出してください。

　登録用紙は、健康推進課または各総合支所地域振興課にあります。

※令和７年度に登録しているグループは引き続き登録するので、新しく申請する必要はありませ

ん。ポイントカードが必要な人は健康推進課または各総合支所地域振興課に取りに来てくださ

い。

集めたら健康が手に入る！？
「みさき健康ポイント制度」のお知らせ

【問い合わせ】健康推進課　☎０８６８（６６）１１９５　5０８６８（６６）１１６７
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（マイナンバーカードなど）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
推
進
課

☎
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
９
５

5
０
８
６
８
（
６
６
）
１
１
６
７

　
３
月
中
旬
頃
か
ら
愛
育
委
員
が
集
団
健

（
検
）
診
の
調
査
票
を
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
票
を
記
入
し
た
ら
、
同
封
し
て
い

る
水
色
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト

へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

集
団
健
（
検
）
診
調
査
票
の
回
収
は

返
信
用
封
筒
で
お
願
い
し
ま
す

調査票は
４月30日㈭までに記入して
返送をお願いします。

乾杯後、最初の30分
は席で味わおう！

お開き前、最後の10分も
席に戻って食べきろう！

買い物前に冷蔵庫チェック！
必要な分だけ買おう。

作りすぎない、残さない。
余ったらリメイク！

ごみ出し前にひと絞り
臭いも重さもカット！

期限をすぎたら食べない方がよい期限 おいしく食べることができる期限

　下水道を使用している家庭に「下水道使用者
人数の調べ」を５月中に郵送します。調査用紙
に記されている人数と、実際に使用している人
数が異なる場合は、必ず提出してください。（調
査用紙の人数と同じ場合は提出の必要はありま
せん）
◎下水道使用料
　基本料金（１世帯（戸））　　1,650円
　世帯員数１人当たり　　　　　 550円
◆提出　上下水道課・柵原地域振興課

　美咲町の下水道区域外では、汚水をきれいに
して周辺環境を守るため、合併処理浄化槽を設
置する人に補助金を交付しています。令和８年度の補助基数は18基。

（令和８年度の補助金申請期間）令和８年４月１日㈬から令和９年１月29日㈮

　５人槽（延べ床面積130平方メートル以下） 63万8千円　

　７人槽（延べ床面積が130平方メートルより大きい） 77万6千円　

　10人槽（浴室と台所が２つ以上ある２世帯住宅） 104万6千円　

　中央・柵原地域の一部で下水道（公共・農集）
が使用できます。住んでいる地域が下水道処理
区域になっていて未接続の人は、早めに下水道
への接続をお願いします。接続工事は「美咲町
下水道排水設備指定工事店」に依頼してくださ
い。
◆問　上下水道課

５月に「下水道使用者人数の調べ」
調査を実施

合併処理浄化槽を設置する人へ

家庭の生活排水をきれいにしてくれる
「下水道」に接続しましょう！

【問い合わせ】上下水道課 ☎０８６８（６６）３０８４　5０８６８（６６）７６２２

＊単独処理浄化槽（し尿のみを処理する浄化槽）から合併処理浄化槽に転換する人に、撤去費の一部（限度額15万円）を
補助しています。

◆問　上下水道課

令和８年度　身体障害者等巡回更生相談計画表
番
号 実施年月日 曜

日 実施場所 市町村 管轄局 相談科 担当医療機関
肢体 聴覚 整形外科 聴覚

1 令和８年５月21日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 　 津山中央 －
2 ６月12日 金 笠岡市保健センター 笠岡市 備中 肢体 　 川大 －
3 ６月16日 火 高梁市役所 高梁市 備中 肢体 　 岡大 －
4 ７月10日 金 北房文化センター 真庭市 美作 肢体 聴覚 日赤 日赤
5 ７月16日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻
6 ７月31日 金 哲多総合センター 新見市 備中 肢体 聴覚 日赤 日赤
7 ８月14日 金 井原市保健センター 井原市 備中 肢体 　 川大 －
8 ８月20日 木 美作保健センター 美作市 美作 肢体 聴覚 佐藤 岡大
9 ９月10日 木 備前市役所 備前市 備前 肢体 　 労災 －
10 ９月17日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 　 津山中央 －
11 10月１日 木 久世エスパスセンター 真庭市 美作 肢体 聴覚 済生会 済生会
12 10月23日 金 総社市役所 総社市 備中 肢体 　 川大 －
13 10月29日 木 新見市役所南庁舎 新見市 備中 肢体 　 済生会 －
14 11月12日 木 大原保健センター 美作市 美作 肢体 　 佐藤 －
15 11月19日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻
16 12月11日 金 浅口市健康福祉センター 浅口市 備中 肢体 　 川大 －
17 12月15日 火 高梁市役所 高梁市 備中 肢体 　 岡大 －
18 令和９年１月21日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 　 津山中央 －
19 ２月12日 金 笠岡市保健センター 笠岡市 備中 肢体 　 川大 －
20 ２月16日 火 高梁市役所 高梁市 備中 肢体 　 岡大 －
21 ３月18日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

■受付・審査時間
　津山市・真庭市（北房・久世）・新見市・美作市　　 受付　11：00～12：00　審査　11：30～
　高梁市・笠岡市・井原市・浅口市・総社市・備前市　受付　10：30～11：30　審査　11：00～

岡大：岡山大学病院　　　　津山中央：津山中央クリニック　　　川大：川崎医科大学附属病院
佐藤：佐藤病院　　　　　　日赤：岡山赤十字病院　　　　　　　済生会：岡山済生会総合病院
労災：岡山労災病院　　　　はせ耳鼻：はせがわ耳鼻咽喉科クリニック

■対　象
　身体の状況や遠隔地などの理由により岡山県身体障害者更生相談所に来所できない人。
■内　容
　身体に障害がある人などのために、専門的な知識を必要とする相談や、必要に応じて補装具（車
いす・義手・義足・杖・補聴器など）の判定や各種支援を行う。
※相談を希望する人は事前に福祉しあわせ課までお問い合わせください。申請が必要となります。
（実施の１週間前までに申請が必要です）

【問い合わせ】福祉しあわせ課　☎０８６８（６６）１１２９　5０８６８（６６）１１６７

岡山県身体障害者更生相談所が巡回します。ぜひご利用ください。
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（マイナンバーカードなど）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。
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置する人に補助金を交付しています。令和８年度の補助基数は18基。
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　５人槽（延べ床面積130平方メートル以下） 63万8千円　

　７人槽（延べ床面積が130平方メートルより大きい） 77万6千円　

　10人槽（浴室と台所が２つ以上ある２世帯住宅） 104万6千円　
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【問い合わせ】上下水道課 ☎０８６８（６６）３０８４　5０８６８（６６）７６２２

＊単独処理浄化槽（し尿のみを処理する浄化槽）から合併処理浄化槽に転換する人に、撤去費の一部（限度額15万円）を
補助しています。

◆問　上下水道課

令和８年度　身体障害者等巡回更生相談計画表
番
号 実施年月日 曜

日 実施場所 市町村 管轄局 相談科 担当医療機関
肢体 聴覚 整形外科 聴覚

1 令和８年５月21日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 　 津山中央 －
2 ６月12日 金 笠岡市保健センター 笠岡市 備中 肢体 　 川大 －
3 ６月16日 火 高梁市役所 高梁市 備中 肢体 　 岡大 －
4 ７月10日 金 北房文化センター 真庭市 美作 肢体 聴覚 日赤 日赤
5 ７月16日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻
6 ７月31日 金 哲多総合センター 新見市 備中 肢体 聴覚 日赤 日赤
7 ８月14日 金 井原市保健センター 井原市 備中 肢体 　 川大 －
8 ８月20日 木 美作保健センター 美作市 美作 肢体 聴覚 佐藤 岡大
9 ９月10日 木 備前市役所 備前市 備前 肢体 　 労災 －
10 ９月17日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 　 津山中央 －
11 10月１日 木 久世エスパスセンター 真庭市 美作 肢体 聴覚 済生会 済生会
12 10月23日 金 総社市役所 総社市 備中 肢体 　 川大 －
13 10月29日 木 新見市役所南庁舎 新見市 備中 肢体 　 済生会 －
14 11月12日 木 大原保健センター 美作市 美作 肢体 　 佐藤 －
15 11月19日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻
16 12月11日 金 浅口市健康福祉センター 浅口市 備中 肢体 　 川大 －
17 12月15日 火 高梁市役所 高梁市 備中 肢体 　 岡大 －
18 令和９年１月21日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 　 津山中央 －
19 ２月12日 金 笠岡市保健センター 笠岡市 備中 肢体 　 川大 －
20 ２月16日 火 高梁市役所 高梁市 備中 肢体 　 岡大 －
21 ３月18日 木 津山市「神南備園」 津山市 美作 肢体 聴覚 津山中央 はせ耳鼻

■受付・審査時間
　津山市・真庭市（北房・久世）・新見市・美作市　　 受付　11：00～12：00　審査　11：30～
　高梁市・笠岡市・井原市・浅口市・総社市・備前市　受付　10：30～11：30　審査　11：00～

岡大：岡山大学病院　　　　津山中央：津山中央クリニック　　　川大：川崎医科大学附属病院
佐藤：佐藤病院　　　　　　日赤：岡山赤十字病院　　　　　　　済生会：岡山済生会総合病院
労災：岡山労災病院　　　　はせ耳鼻：はせがわ耳鼻咽喉科クリニック

■対　象
　身体の状況や遠隔地などの理由により岡山県身体障害者更生相談所に来所できない人。
■内　容
　身体に障害がある人などのために、専門的な知識を必要とする相談や、必要に応じて補装具（車
いす・義手・義足・杖・補聴器など）の判定や各種支援を行う。
※相談を希望する人は事前に福祉しあわせ課までお問い合わせください。申請が必要となります。
（実施の１週間前までに申請が必要です）

【問い合わせ】福祉しあわせ課　☎０８６８（６６）１１２９　5０８６８（６６）１１６７

岡山県身体障害者更生相談所が巡回します。ぜひご利用ください。
身体障害者等巡回更生相談を実施しています
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町のけいじばん役場での各種手続きには、身分証明書（マイナンバーカードなど）が必要です。場合によっては印鑑が必要なことがあります。
その他必要なものは事前に各課へお問い合わせください。

美咲町
こども家庭センター

たんぽぽ
妊娠・出産・子育てについての総合相談窓口です

令和８年４月１日に開設

　本町では、妊娠・出産・子育てに関することなど、気軽に相談できる場所
として４月１日から「こども家庭センター」を健康推進課内に開設しまし
た。妊娠期から子育て期まで全てのご家庭の子育てを応援します。

こんなときにご相談ください
●妊娠・出産・育児のちょっとした不安
●こどもの発達や関わり方に困っている
●子育ての負担や家庭の悩み　　　　　
●利用できる制度やサービスを知りたい
●虐待を心配している　など　　　　　 育児で疲れてる…

子育てが楽しくない…

こどもが泣き
止まない
イライラして
しまう

学校に行くのが
嫌だな

兄弟や親の世話で
自分の時間がない

初めての妊娠で
不安がいっぱい

葉酸サポート事業
婚姻届・妊娠届の提出時に、
葉酸サプリメントをプレゼン
トします。　　　　　　　　

結婚

妊婦のための支援給付金
妊娠届時と産後にそれぞれ５万円
を給付します。　　　　　　　　
電子母子手帳（母子モ）を使って
妊娠届の提出や給付金の申請がで
きます。　　　　　　　　　　　

無痛分娩費用の助成
無痛分娩の際の費用を助成します。

ぶんべん　　　　　　

産後ケア
産後（１年以内）で、育児にサポー
トが必要な場合、産科病院や助産院
への宿泊・通所の利用や、助産師の
訪問により、育児に関するアドバイ
スやサポートを行います。　　　　

妊娠

不妊・不育症治療費の補助
不妊・不育症治療費の自
己負担分を補助します。

交通費の助成
〇黄福タクシー　　　　　　　　

妊娠期から産後４カ月頃
までの町内・町外へのタ
クシー利用料金を助成し
ます。　　　　　　　　

〇妊婦健診・分娩時の交通費助成
遠方の産科医療機関や分
娩施設への交通費・宿泊
費を助成します。　　　

赤ちゃん訪問
生後２カ月前後に保健師が家庭訪問
し、赤ちゃんの体重測定や育児相談
を行います。　　　　　　　　　　

子育てショートステイ
お子さんの養育が一時的に困難な
場合に、児童養護施設でお預かり
します。　　　　　　　　　　　

産後 子育てヘルパー
家事・育児に不安や負担を
抱える場合に、ヘルパーを
派遣します。　　　　　　

リニューアル

NEW

NEW

NEW

出産

他にも利用できるサービスがあります。詳しくは「子育て支援プラン」をご覧ください。

サービスの内容や申請方法はお気軽にお尋ねください。

産前・産後・育児をサポートするサービスなどのご紹介
こども家庭センターで行うサービスの一部をご紹介します

美咲町こども家庭センター

（美咲町役場健康推進課内）
☎０８６８（６６）１１９５
　０８６８（６６）１１６７

相談方法
　来庁、電話、訪問など希望に応じます。相
談者や相談内容に関する秘密は守られますの
でお気軽にご相談ください。
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一般会計
歳出総額
107億

1,588万円

公債費
12億2,318万円
11.4%

災害復旧費
1,614万円
0.2%

教育費
10億19万円
9.3%

消防費
3億2,449万円
3.0%

土木費
10億8,251万円
10.1%

農林水産業費
6億8,367万円
6.4%

衛生費
10億2,356万円
9.6%

民生費
32億4,311万円
30.2%

総務費
18億2,032万円
17.0%

議会費
9,245万円
0.9%

その他
2億626万円
1.9%
※その他の中には、
　労働費、商工費、予備費が含まれています。

一般会計
歳入総額
107億

1,588万円

町債
6億610万円
5.7%

自主財

源
合
計依
存
財
源
合
計
77億3,353万円（72.2%

）

29億8,235万円（27.8%）

県支出金
6億2,683万円
5.8%

国庫支出金
8億4,721万円
7.9%

地方消費税交付金
3億3,620万円
3.1%

その他②
1億301万円
1.0%

地方譲与税
2億1,418万円
2.0%

地方交付税
50億円
46.7%

繰入金
6億6,886万円
6.2%

分担金および負担金
1億1,516万円
1.1%

諸収入
2億6,293万円
2.5%
使用料および手数料
6,712万円
0.6%

その他①
2億5,812万円
2.4%

町税
16億1,016万円
15.0%

※その他②には、
　法人事業税交付金、ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、
　利子割交付金、交通安全対策特別交付金、配当割交付金、
　株式等譲渡所得割交付金が含まれています。

※その他①には、
　財産収入・寄付金・
　繰越金が含まれて
　います。

　
令
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。

一
般
会
計
当
初
予
算
は

前
年
度
比
４
・
８
％
減

令和８年度 物価高騰支援事業のご案内

令和８年度 重点支援事業一覧

将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成

（年度）

120.3

150
140
130
120
110
100
90

一般会計当初予算の推移（単位：億円）

Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

146.9
139.1

112.6 107.2

Ｒ8

お知らせ
・本事業は、国の交付金を活用し、地域の実情に応じた物価高騰対策として実施するものです。
・各事業の具体的な申請時期や手続き方法については、広報紙や町ホームページ、各担当課からの通知などで順次

お知らせします。詳細は各事業の担当課へお問い合わせください。

　美咲町では、エネルギー価格や食料品価格の高騰による影響を緩和するため、国の「物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金」を活用し、生活者や事業者の皆さまをきめ細やかに支援する以下の事業を令和８年度に実施します。

　水道事業は令和２年度から、下水道事業は令和６年度から公営企業会計方式（複式簿記）で経理をして
います。収益的収支とは、事業の経営活動に伴い発生する収支のことで、資本的収支とは、建設改良費や
企業債償還元金などの収支のことです。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、消費税及び地
方消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金などで補

ほ
填
てん
されます。

令和８年度公営企業会計（上下水道事業会計）予算の概要

（１万円未満は四捨五入）

収入合計 支出合計 収支

水道事業会計
収益的収支 5億6,395万円 6億8,126万円 △  1億1,730万円

資本的収支 1億3,348万円 2億6,135万円 △  1億2,787万円

下水道事業会計
収益的収支 5億5,251万円 5億9,599万円 △  4,348万円

資本的収支 2億5,243万円 4億893万円 △  1億5,650万円

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度項目 番号 事業名 支援内容 支援対象 担当課

子
育
て
・
教
育

1
物価高騰対応
こども笑顔手
当

子育て応援手当対象者1人につき１万円 児童手当支給対象者
など こども笑顔課

2 学校給食費
物価高騰支援

給食費の値上げ分 １食あたり中学校40円を町が負担
※小学校は給食費無償化事業で対応。

町内小中学校（学園）
の児童生徒

教育総務課

上記に加え、中学生に対し、１食あたり60円を町が負担 町内中学１～３
（学園７～９）年生

3 保育園給食
支援 ３歳児以上の園児が負担するお米代（月額700円）を支援 町内保育園児 教育総務課

福
祉
・
健
康

4 妊婦特別定額
給付金

妊婦１人あたり５万円を支給
（令和８年４月１日において母子健康手帳の交付を受
けている妊婦、または、令和８年４月２日～令和９年
２月28日において母子健康手帳の交付を受けた妊婦）

妊婦 健康推進課

5 障害者等移動
支援補助金

通院などの交通費として１人あたり６千円を助成
※対象者には個別に案内します

令和７年度に
タクシー券・給油券
を交付された人

福祉しあわせ課

6 こども食堂
応援事業 １回あたり上限２万円の活動費を予算の範囲内で支援 町内の

ボランティア団体 こども笑顔課

農
業
・
商
工
業

7 商工業継続
支援補助金

店舗などのＬＥＤ照明への取り替え費用を補助（上限
５万円、補助率２分の１）

町内の
久米郡商工会員 産業観光課

8 稲作農業機械
導入等支援金

農業用機械の導入（上限50万円）や修繕（上限５万円）
を支援

営農計画書提出者
など 産業観光課

9 農産物直売所
継続支援金 経営支援のため１施設あたり20万円を支給 町内農産物直売所

（４施設） 産業観光課

施
設
省
エ
ネ

10 観光施設
省エネ化事業

ＬＥＤ化や省エネエアコン設置により電気代削減と
価格転嫁を抑制 柵原鉱山資料館など 産業観光課

11 あさひが丘
省エネ化事業

老人福祉センターの空調を省エネ化しエネルギー経費
を低減 福祉の里あさひが丘 福祉しあわせ課

※公債費…主に、町債（町の借金）の返済金のこと。

※端数処理（四捨五入）に
より合計が一致しない
場合があります。

予
算
予
算

美
咲
町

美
咲
町
のの
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一般会計
歳出総額
107億

1,588万円

公債費
12億2,318万円
11.4%

災害復旧費
1,614万円
0.2%

教育費
10億19万円
9.3%

消防費
3億2,449万円
3.0%

土木費
10億8,251万円
10.1%

農林水産業費
6億8,367万円
6.4%

衛生費
10億2,356万円
9.6%

民生費
32億4,311万円
30.2%

総務費
18億2,032万円
17.0%

議会費
9,245万円
0.9%

その他
2億626万円
1.9%
※その他の中には、
　労働費、商工費、予備費が含まれています。

一般会計
歳入総額
107億

1,588万円

町債
6億610万円
5.7%

自主財

源
合
計依
存
財
源
合
計
77億3,353万円（72.2%

）

29億8,235万円（27.8%）

県支出金
6億2,683万円
5.8%

国庫支出金
8億4,721万円
7.9%

地方消費税交付金
3億3,620万円
3.1%

その他②
1億301万円
1.0%

地方譲与税
2億1,418万円
2.0%

地方交付税
50億円
46.7%

繰入金
6億6,886万円
6.2%

分担金および負担金
1億1,516万円
1.1%

諸収入
2億6,293万円
2.5%
使用料および手数料
6,712万円
0.6%

その他①
2億5,812万円
2.4%

町税
16億1,016万円
15.0%

※その他②には、
　法人事業税交付金、ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、
　利子割交付金、交通安全対策特別交付金、配当割交付金、
　株式等譲渡所得割交付金が含まれています。

※その他①には、
　財産収入・寄付金・
　繰越金が含まれて
　います。

　
令
和
８
年
度
の
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
、
前
年

度
比
５
億
３
，８
６
９
万

円
（
４
・
８
％
）
減
の

１
０
７
億
１
，５
８
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

１
５
６
億
３
，２
７
７
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
前
年

度
１
６
１
億
５
，８
７
４
万

円
）

　
令
和
８
年
度
予
算
編
成
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
税

収
な
ど
の
財
源
が
減
少
す
る
半
面
、
社
会
保
障
費
や
物
価

高
騰
に
よ
る
経
常
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
鑑
み

て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底
し
、

将
来
に
過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
き
め
細
か
な
対
応

に
よ
り
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
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初
予
算
は

前
年
度
比
４
・
８
％
減

令和８年度 物価高騰支援事業のご案内

令和８年度 重点支援事業一覧

将
来
を
見
据
え
た
予
算
編
成

（年度）

120.3

150
140
130
120
110
100
90

一般会計当初予算の推移（単位：億円）

Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

146.9
139.1

112.6 107.2

Ｒ8

お知らせ
・本事業は、国の交付金を活用し、地域の実情に応じた物価高騰対策として実施するものです。
・各事業の具体的な申請時期や手続き方法については、広報紙や町ホームページ、各担当課からの通知などで順次

お知らせします。詳細は各事業の担当課へお問い合わせください。

　美咲町では、エネルギー価格や食料品価格の高騰による影響を緩和するため、国の「物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金」を活用し、生活者や事業者の皆さまをきめ細やかに支援する以下の事業を令和８年度に実施します。

　水道事業は令和２年度から、下水道事業は令和６年度から公営企業会計方式（複式簿記）で経理をして
います。収益的収支とは、事業の経営活動に伴い発生する収支のことで、資本的収支とは、建設改良費や
企業債償還元金などの収支のことです。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、消費税及び地
方消費税資本的収支調整額、過年度損益勘定留保資金などで補

ほ
填
てん
されます。

令和８年度公営企業会計（上下水道事業会計）予算の概要

（１万円未満は四捨五入）

収入合計 支出合計 収支

水道事業会計
収益的収支 5億6,395万円 6億8,126万円 △  1億1,730万円

資本的収支 1億3,348万円 2億6,135万円 △  1億2,787万円

下水道事業会計
収益的収支 5億5,251万円 5億9,599万円 △  4,348万円

資本的収支 2億5,243万円 4億893万円 △  1億5,650万円

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度項目 番号 事業名 支援内容 支援対象 担当課

子
育
て
・
教
育

1
物価高騰対応
こども笑顔手
当

子育て応援手当対象者1人につき１万円 児童手当支給対象者
など こども笑顔課

2 学校給食費
物価高騰支援

給食費の値上げ分 １食あたり中学校40円を町が負担
※小学校は給食費無償化事業で対応。

町内小中学校（学園）
の児童生徒

教育総務課

上記に加え、中学生に対し、１食あたり60円を町が負担 町内中学１～３
（学園７～９）年生

3 保育園給食
支援 ３歳児以上の園児が負担するお米代（月額700円）を支援 町内保育園児 教育総務課

福
祉
・
健
康

4 妊婦特別定額
給付金

妊婦１人あたり５万円を支給
（令和８年４月１日において母子健康手帳の交付を受
けている妊婦、または、令和８年４月２日～令和９年
２月28日において母子健康手帳の交付を受けた妊婦）

妊婦 健康推進課

5 障害者等移動
支援補助金

通院などの交通費として１人あたり６千円を助成
※対象者には個別に案内します

令和７年度に
タクシー券・給油券
を交付された人

福祉しあわせ課

6 こども食堂
応援事業 １回あたり上限２万円の活動費を予算の範囲内で支援 町内の

ボランティア団体 こども笑顔課

農
業
・
商
工
業

7 商工業継続
支援補助金

店舗などのＬＥＤ照明への取り替え費用を補助（上限
５万円、補助率２分の１）

町内の
久米郡商工会員 産業観光課

8 稲作農業機械
導入等支援金

農業用機械の導入（上限50万円）や修繕（上限５万円）
を支援

営農計画書提出者
など 産業観光課

9 農産物直売所
継続支援金 経営支援のため１施設あたり20万円を支給 町内農産物直売所

（４施設） 産業観光課

施
設
省
エ
ネ

10 観光施設
省エネ化事業

ＬＥＤ化や省エネエアコン設置により電気代削減と
価格転嫁を抑制 柵原鉱山資料館など 産業観光課

11 あさひが丘
省エネ化事業

老人福祉センターの空調を省エネ化しエネルギー経費
を低減 福祉の里あさひが丘 福祉しあわせ課

※公債費…主に、町債（町の借金）の返済金のこと。

※端数処理（四捨五入）に
より合計が一致しない
場合があります。

予
算
予
算

美
咲
町

美
咲
町
のの
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　町
　
　長

青
野

　高
陽

　副
町
長

忠
政

　堅
之

　教
育
長

藤
原

　敬
三

　政
策
推
進
監

山
本

　達
也

　兼
教
育
次
長

　産
業
政
策
監

有
元

　寿
登

総
務
課

　課
　
　長

平

　
　一
範

　副
課
長

松
岡

　睦
子

　課
長
代
理

三
舩

　彰
文
◎

　主
　
　査
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原

　雅
代

　主
　
　査

山
岡

　史
和
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杉
原
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季

　主
　
　査

牧
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正
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席
主
事

小
坂
田
晏
敬

　管
理
支
援
員

森
谷

　正
裕
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援
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長
須
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務
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佐
員

森

　
　聡
子
◇

　運
転
員

竹
谷
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　用
務
員

金
谷
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海
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　用
務
員

西
元
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悟
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直
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則
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直
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富
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　精
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　宿日
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門
員

藪
木

　浩
二
◇

理
財
課
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　長

前
田

　有
輝
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課
長

中
村

　信
也

　課
長
代
理

大
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　副
参
事

重
松

　
　聡

　主
　
　査

石
戸

　祐
美

　上
席
主
事

森

　
　夏
子

　主
　
　事

見
手
倉
祥
生

地
域
み
ら
い
課

　課
　
　長

篠
原

　
　恵

　保
健
師

山
﨑
わ
か
な

　保
健
師

劒
持

　彩
花

　保
健
師

浦
上

　智
子
◇

福
祉
し
あ
わ
せ
課

（
重
層
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　課
　
　長

草
地

　博
幸

　セ
ン
タ
ー
長

門
乢

　美
穂

　課
長
代
理

谷
口

　浩
之
◎

　副
参
事

日
垣

　信
和

　副
参
事

中
谷

　公
一

　副
参
事

小
田

　優
美

　技
　
　師

山
本
祐
二
朗

　主
　
　事

石
原

　考
鴻

　技
　
　師

浦
上

　頌
子
☆

　就労
支
援
専
門
員

菅
田

　
　勉
◇

　家計
改
善
支
援
員

谷
元
理
恵
子
◇

　事
務
補
佐
員

坂
手

　
　梓
◇

こ
ど
も
笑
顔
課

　課
　
　長

須
々
木
珠
己

　課
長
代
理

丸
山

　知
子

　上
席
主
事

草
野

　友
希

　主
　
　事

磯
山
奈
津
穂

　事
務
補
佐
員

谷
口

　陽
子
◇

上
下
水
道
課

　課
　
　長

牧
野

　英
一

　副
課
長

本
田

　圭
子
◎

　課
長
代
理

藤
山

　喬
士

　副
参
事

赤
木

　郁
貞

　副
参
事

甲
本

　真
弓

　主
　
　査

池
上

　幸
志

　主
　
　査

井
伊

　将
之

　公営
企
業
支
援
員

原

　
　慎
二

　事
務
補
佐
員

川
端

　弘
子
◇

産
業
観
光
課

　産
業
政
策
監

有
元

　寿
登

　課
　
　長

米
本

　和
正

　課
長
代
理

頃
安

　英
生

　副
参
事

光
嶋

　寬
昌

　副
参
事

宗
近

　由
利

　副
参
事

難
波

　重
信

　主
　
　事

本
田

　和
子

　主
　
　事

荒
田

　大
輔

　地域
づ
く
り
推
進
員

鈴
鹿

　
　滋
◇

　空家
対
策
推
進
員

芦
田

　良
子
◇

　空家
対
策
推
進
員

古
林

　雅
章
◇

く
ら
し
安
全
課

　課
　
　長

水
島

　寛
之

　課
長
代
理

梶
尾

　大
輔

　副
参
事

筒
淵

　博
勝

　副
参
事

本
田

　健
治

　副
参
事

中
岡

　
　進

　副
参
事

西
村

　良
太

　主
　
　査

大
森

　雅
文

　主
　
　査

塚
木

　朋
実

　主

　事

岡
本

　真
汰

　主

　事

片
山
今
日
香
☆

　映
像
編
集
員

山
本

　浩
古
◇

　事
務
補
佐
員

藤
井

　裕
美
◇

税
務
課

　課
　
　長

立
石

　克
之

　副
課
長

小
室

　
　淳
◎

　課
長
代
理

赤
木

　信
哉

　主
　
　査

岡
本

　貴
光

　上
席
主
事

有
岡

　麻
衣

　主

　事

上
田

　翔
太

　主

　事

石
坂

　琉
依

　主

　事

山
本

　里
香

　事
務
補
佐
員

原
田
真
紀
子
◇

　事
務
補
佐
員

宗
近

　
　健
◇

住
民
生
活
課

　課
　
　長

河
村
由
起
子
◎

　課
長
代
理

林
田

　英
二
◎

　副
参
事

川
島

　美
紀

　副
参
事

結
石

　麻
里

　主
　
　査

光
岡
い
ず
み

　副
課
長

岩
谷

　保
廣

　課
長
代
理

二
宮

　一
頼

　副
参
事

井
上

　尚
樹

　主
　
　査

林
田

　祐
樹

　主
　
　査

杉
山

　慶
介

　上
席
主
事

岡
本

　拓
哉

　上
席
主
事

赤
堀

　裕
樹

　主

　事

藤
江

　祥
真

　主

　事

山
田
信
太
郎

　主

　事

内
田

　敦
大
☆

　事
務
補
佐
員

大
西

　正
和
◇

建
設
課

　課
　
　長

山
下

　勇
人
◎

　副
課
長

延
原

　勝
巳
◎

　課
長
代
理

門
乢

　紀
雄

　副
参
事

車
田

　浩
司

　主
　
　査

鳥
越

　裕
貴

　主
　
　査

野
崎

　洋
平

　主
　
　査

村
上

　真
未

　再
任
用
主
査

池
上

　享
宏

　主

　事

金
森

　愛
実
☆

み
さ
き
共
創
室

　室
　
　長

山
本

　政
巳

　室
長
代
理

葛
原

　佳
史
◎

　副
参
事

黒
瀬

　国
之

　主

　事

金
谷

　小
雪
☆

会
計
課

　課
　
　長

池
上

　久
子

　副
参
事

沖
永

　佳
子

　事
務
補
佐
員

小
川

　美
加
◇

議
会
事
務
局

　局
　
　長

河
村

　順
二

　主

　事

西
野

　嘉
将

　事
務
補
佐
員

池
上

　
　恵
◇

　上
席
主
事

綱
澤

　み
わ

　上
席
主
事

冨
井

　秋
里

　主

　事

鷲
田

　奈
美

　主
　
　事

小
原

　祐
人

　主

　事

影
山

　
　誠
☆

　事
務
補
佐
員

志
茂

　美
香
◇

　事
務
補
佐
員

髙
橋

　企
江
◇

　事
務
補
佐
員

谷
口

　加
純
◇

保
険
年
金
課

　

　課
　
　長

平
賀
慎
一
郎

　課
長
代
理

家
元

　裕
一

　副
参
事

赤
木

　洋
美

　副
参
事

前
原

　浩
志

　副
参
事

松
岡

　京
子

　主
　
　査

高
山

　尚
子

　上
席
主
事

中
村

　泰
河

　主
　
　事

山
本
明
日
美

　主
　
　事

加
藤

　右
晏

　事
務
補
佐
員

岸
本

　夕
佳
◇

　事
務
補
佐
員

本
松
美
和
子
◇

　事
務
補
佐
員

松
岡
ゆ
か
り
◇

　事
務
補
佐
員

村
上

　孝
介
◇

　介護
認
定
調
査
員

小
林

　園
惠
◇

　介護
認
定
調
査
員

坂
本

　妙
子
◇

　介護
認
定
調
査
員

西
坂

　康
代
◇

　介護
認
定
調
査
員

服
部

　玉
江
◇

健
康
推
進
課

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

　課
　
　長

貝
阿
彌
美
和

　副
課
長

田
村

　和
子
◎

　課
長
代
理

梶
尾

　尚
子

　副
参
事

福
田

　幸
子

　副
参
事

大
﨏

　順
子

　副
参
事

原

　
　由
佳
◎

　主
　
　査

田
口

　優
人

　上
席
技
師

山
本

　実
奈

　上
席
技
師

小
西

　良
佳

　上
席
栄
養
士

秋
平
小
也
香

　上
席
栄
養
士

篠
井
知
栄
美

　上
席
保
健
師

相
澤

　麗
奈

　栄
養
士

中
原

　倫
子

　保
健
師

黒
澤

　美
優

本
　
　
　庁

新しい職員配置をお知らせします

中
央
か
め
っ
こ
保
育
園

　園
　
　長

清
水
千
代
美

　副
園
長

川
畑

　友
美
◎

　園
長
代
理

岩
本

　桜
子

　副
参
事

三
舩

　絵
美

　副
参
事

山
本

　佳
代

　副
参
事

森
本

　圭
子
◎

　副
参
事

横
部

　裕
子

　副
参
事

石
戸

　尚
恵

　主
　
　査

梶
谷

　真
紀

　主
　
　査

山
西
る
み
こ

　主
　
　査

森
定

　克
樹

　上
席
保
育
士

難
波

　和
里

　上
席
保
育
士

坂
元

　美
月

　上
席
保
育
士

竹
中

　華
純

　上
席
保
育
士

西
田

　彩
夏

　上
席
栄
養
士

山
本
早
奈
恵

　保
育
士

中
村

　華
恋

　保
育
士

岡
田

　茉
依

　上席
管
理
調
理
師

窪
木

　り
え

　保
育
士

赤
松

　美
里
◇

　保
育
士

赤
松

　
　恵
◇

　保
育
士

稲
谷
由
紀
子
◇

　保
育
士

北
橋
千
恵
美
◇

　保
育
士

高
林

　
　廉
◇

　保
育
士

竹
内

　理
紗
◇

　保
育
士

田
村

　友
鹿
◇

　保
育
士

中
村
あ
か
り
◇

　保
育
士

中
村

　由
香
◇

　保
育
士

長
谷
川
誉
子
◇

　保
育
士

森
山

　亜
矢
◇

　保
育
士

山
本
奈
緒
子
◇

　調
理
師

芦
田
八
千
代
◇

　調
理
師

岩
佐

　晴
恵
◇

　調
理
師

松
本

　亜
紀
◇

　調
理
師

森
本

　美
佳
◇

　調
理
補
助
員

谷

　
　智
美
◇

　園
務
員

原
田

　寿
美
◇

旭
保
育
園

　園
　
　長

西
村

　知
香

　園
長
代
理

秋
元

　洋
子

　副
参
事

野
﨑

　久
子

　主
　
　査

小
松
原
有
加

保
育
園

　上
席
保
育
士

池
上

　由
香

　上
席
保
育
士

稲
谷

　歩
美

　保
育
士

伊
狩

　智
子

　保
育
士

磯
山

　千
浪
◇

　保
育
士

下
山

　裕
子
◇

　保
育
士

山
田

　里
絵
◇

　栄
養
士

武
川

　圭
子
◇

　調
理
師

花
房

　和
子
◇

　調
理
師

平
田

　紀
香
◇

　調
理
師

福
田

　直
子
◇

柵
原
東
保
育
園

　園
　
　長

大
森
佐
絵
子

　園
長
代
理

福
本

　
　亮

　副
参
事

西
村

　妙
子

　副
参
事

中
谷

　裕
子

　副
参
事

森
里

　紘
二

　主
　
　査

森
田

　
　瞳

　上
席
栄
養
士

門
田
華
奈
子

　上
席
保
育
士

内
田

　千
景

　上
席
保
育
士

赤
木

　良
帆

　保
育
士

大
西

　美
香
◇

　保
育
士

木
下
由
紀
子
◇

　保
育
士

国
司

　瑞
恵
◇

　保
育
士

小
林

　文
子
◇

　保
育
士

柴
田

　直
子
◇

　保
育
士

谷

　
　時
子
◇

　保
育
士

山
中

　慶
子
◇

　調
理
師

　廣
野

　陽
子
◇

　調
理
師

　松
岡

　節
子
◇

　調
理
師

　見
手
倉
直
子
◇

　保
育
補
助
員

　坂

　
　総
子
◇

柵
原
西
保
育
園

　園
　
　長

平

　
　悦
子

　園
長
代
理

片
山

　慶
子

　副
参
事

沼

　
　友
香

　副
参
事

下
野

　史
緒
◎

　副
参
事

野
口

　宏
美

　主
　
　査

北

　
　幸
子

　主
　
　査

杉
山

　心
美

　保
育
士

難
波

　浩
輝

　保
育
士

岩
崎
妃
真
里
☆

　保
育
士

石
田
麻
衣
子
◇

　保
育
士

石
原

　千
惠
◇

　保
育
士

岡
本

　瑞
恵
◇

　保
育
士

柴
原

　由
佳
◇

　保
育
士

清
水

　洋
子
◇

※氏名の下の◎印は昇任・昇格職員、☆印は新採用職員、◇は会計年度任用職員

加
美
小
学
校

　図
書
館
司
書

古
玉

　瑞
穂
◇

　校
務
員

筒
塩

　伸
二
◇

美
咲
中
央
小
学
校

　上
席
栄
養
士

池
田
ゆ
き
菜

　図
書
館
司
書

髙
畑

　加
奈
◇

　校
務
員

國
米

　修
二
◇

　調
理
師

石
原

　直
子
◇

　調
理
師

小
賀
加
奈
子
◇

　調
理
師

見
手
倉
暢
恵
◇

中
央
中
学
校

　校
務
員

鑓
屋

　三
枝
◇

旭
学
園

　上席
管
理
調
理
師

松
本

　
　睦

　図
書
館
司
書

長
尾

　敦
子
◇

　校
務
員

松
岡

　信
江
◇

　調
理
師

内
藤

　崇
子
◇

　調
理
師

村
上
由
貴
子
◇

柵
原
学
園

　上席
管
理
調
理
師

藤
森

　由
紀
◎

　図
書
司
書

森
岡

　幸
子
◇

　校
務
員

松
井

　生
治
◇

　校
務
員

山
本

　育
香
◇

　調
理
師

池
上
ま
り
子
◇

　調
理
師

大
賀
紗
矢
香
◇

　調
理
師

里
谷
亜
由
実
◇

小
中
学
校

　調
理
師

鈴
鹿
美
保
子
◇

　調
理
師

難
波

　幸
恵
◇

中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　上
席
調
理
師

西
本

　幸
恵

　調
理
師

片
山

　実
与
◇

　調
理
師

谷
本

　真
紀
◇

　調
理
師

森
谷

　勝
代
◇

　調
理
師

山
本
加
津
子
◇

中
央
図
書
館

　図
書
館
司
書

磯
山
穂
乃
香
◇

　図
書
館
司
書

山
本

　佳
苗
◇

旭
図
書
館

　図
書
館
司
書

杉
山

　育
代
◇

柵
原
図
書
館

　図
書
館
司
書

德
永

　
　舞
◇

　図
書
館
司
書

米
本

　典
子
◇

中
央
児
童
館

　児
童
厚
生
員

岡
本

　範
子
◇

図
書
館

教
育
総
務
課

　課
　
　長

結
石

　貴
志

　課
長
代
理

大
﨏

　淳
一

　総括
指
導
主
事

辻
本

　良
和

　副
参
事

山
田

　公
子

　副
参
事

豊
岡

　慶
子

　副
参
事

片
山

　晴
生

　上
席
主
事

河
内

　美
際

　上
席
技
師

谷

　
　淳
史

　主

　事

櫻
井

　珠
梨

　指
導
主
事

早
瀬

　正
博
◇

　栄
養
士

清
水

　眞
弓
◇

　教
育
支
援
員

平
井

　亜
季
◇

生
涯
学
習
課

　課
　
　長

牧
野

　雅
明

　課
長
代
理

森
岡

　和
男

　副
参
事

山
本

　喜
大

　主

　事

藤
井
有
希
恵

　主

　事

田
本

　鈴
賀
☆

　社会
教
育
指
導
員

杉
山

　千
穂
◇

　学
芸
員

田
中

　清
美
◇

　事
務
補
佐
員

清
水

　嘉
浩
◇

　事
務
補
佐
員

岡
田

　敦
子
◇

　支
所
長

大
釜

　実
行

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

大
釜

　実
行

　副
課
長

赤
木

　靖
江
◎

　課
長
代
理

髙
山

　洋
子

　副
参
事

大
釡

　仁
士

　副
参
事

山
本

　誠
治

　主
　
　査

今
井

　伸
行

　上
席
主
事

安
藤

　裕
司

　主
　
　事

大
土
井

　雅

　主
　
　事

川
越

　智
加

　支
所
支
援
員

志
茂

　孝
典

　事
務
補
佐
員

難
波
寛
治
郎
◇

　事
務
補
佐
員

田
中

　誉
子
◇

　事
務
補
佐
員

山
本
志
保
子
◇

教
育
委
員
会

旭
総
合
支
所

　支
所
長

林
田

　達
男

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

林
田

　達
男

　副
課
長

門
田
美
由
紀
◎

　課
長
代
理

福
田

　伸
吾

　課
長
代
理

田
口

　貴
之

　副
参
事

森
淵

　秀
和

　副
参
事

中
村
佐
知
子

　副
参
事

安
藤

　真
澄

　副
参
事

穐
山

　政
三

　副
参
事

米
本
久
美
子

　主
　
　事

安
東

　夏
羽

　再任
用
上
席
主
事

牧
野

　直
子

　支
所
支
援
員

笠
矢

　圭
吾

　社会
教
育
指
導
員

髙
山

　弘
道
◇

　事
務
補
佐
員

西
原

　
　有
◇

柵
原
総
合
支
所

　児
童
厚
生
員

近
行

　里
英
◇

　児
童
厚
生
員

矢
木

　有
美
◇

柵
原
児
童
館

　児
童
厚
生
員

石
戸

　裕
子
◇

　児
童
厚
生
員

谷
口

　素
子
◇

　児
童
厚
生
員

福
田
三
貴
子
◇

三
保
ふ
れ
あ
い
館

　事
務
補
佐
員

藤
本

　満
春
◇

加
美
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　事
務
補
佐
員

宮
本

　裕
美
◇

中
央
総
合
体
育
館

　事務
及
び
管
理
員

川
島

　美
明
◇

　事務
及
び
管
理
員

桑
元

　輝
明
◇

　事務
及
び
管
理
員

田
口

　俊
二
◇

　事務
及
び
管
理
員

平
川

　正
樹
◇

　事務
及
び
管
理
員

宮
本

　香
織
◇

旭
公
民
館

　社会
教
育
指
導
員

横
山
め
ぐ
美
◇

公
民
館

児
童
館

　保
育
士

戸
田

　恵
美
◇

　保
育
士

西
村

　彰
桂
◇

　保
育
士

山
本
ゆ
か
り
◇

　栄
養
士

岡
田

　琴
音
◇

　調
理
師

岡

　
　千
春
◇

　調
理
師

中
村

　尚
子
◇

　調
理
師

古
井

　京
子
◇

総
務
課
付
（
派
遣
）

〈
岡
山
県
〉

　副
参
事

武
本

　正
洋

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　セ
ン
タ
ー
長

村
上

　伸
二

　主
　
　査

柾
岡

　麻
由

　技
　
　師

永
井

　利
奈

〈
静
香
園
〉

　副
参
事

福
井

　幸
子

〈
国
土
交
通
省
〉

　上
席
技
師

嘉
壽

　
　渚

（
３
月
31
日
付
）

 

退
職
者

神
坂

　健
治
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
支
所
長
）

　

鈴
鹿

　
　彰
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
副
課
長
）

　

衣
畑

　典
子
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
副
参
事
）

　

岡
本

　幸
之
（
上
下
水
道
課
・
副
参
事
）

　

中
島

　英
雄
（
旭
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
主
査
）

　

浦
上

　智
子
（
健
康
推
進
課
・
主
査
）

　

藤
原
さ
や
か
（
教
育
総
務
課
・
主
査
）

　

森
田

　
　遥
（
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
・
上
席
保
育
士
）

　

清
水

　嘉
浩
（
生
涯
学
習
課
・
上
席
主
事
）
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　町
　
　長

青
野

　高
陽

　副
町
長

忠
政

　堅
之

　教
育
長

藤
原

　敬
三

　政
策
推
進
監

山
本

　達
也

　兼
教
育
次
長

　産
業
政
策
監

有
元

　寿
登

総
務
課

　課
　
　長

平

　
　一
範

　副
課
長

松
岡

　睦
子

　課
長
代
理

三
舩

　彰
文
◎

　主
　
　査

菅
原

　雅
代

　主
　
　査

山
岡

　史
和

　主
　
　査

杉
原

　佑
季

　主
　
　査

牧

　
　晃
正

　上
席
主
事

小
坂
田
晏
敬

　管
理
支
援
員

森
谷

　正
裕

　支
援
員

長
須

　
　琉

　事
務
補
佐
員

森

　
　聡
子
◇

　運
転
員

竹
谷

　正
史
◇

　用
務
員

金
谷

　拓
海
◇

　用
務
員

西
元

　啓
悟
◇

　宿日
直
専
門
員

川
島

　孝
之
◇

　宿日
直
専
門
員

佐
々
部
孝
則
◇

　宿日
直
専
門
員

富
田

　精
一
◇

　宿日
直
専
門
員

藪
木

　浩
二
◇

理
財
課

　課
　
　長

前
田

　有
輝

　副
課
長

中
村

　信
也

　課
長
代
理

大
西

　隆
一

　副
参
事

重
松

　
　聡

　主
　
　査

石
戸

　祐
美

　上
席
主
事

森

　
　夏
子

　主
　
　事

見
手
倉
祥
生

地
域
み
ら
い
課

　課
　
　長

篠
原

　
　恵

　保
健
師

山
﨑
わ
か
な

　保
健
師

劒
持

　彩
花

　保
健
師

浦
上

　智
子
◇

福
祉
し
あ
わ
せ
課

（
重
層
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　課
　
　長

草
地

　博
幸

　セ
ン
タ
ー
長

門
乢

　美
穂

　課
長
代
理

谷
口

　浩
之
◎

　副
参
事

日
垣

　信
和

　副
参
事

中
谷

　公
一

　副
参
事

小
田

　優
美

　技
　
　師

山
本
祐
二
朗

　主
　
　事

石
原

　考
鴻

　技
　
　師

浦
上

　頌
子
☆

　就労
支
援
専
門
員

菅
田

　
　勉
◇

　家計
改
善
支
援
員

谷
元
理
恵
子
◇

　事
務
補
佐
員

坂
手

　
　梓
◇

こ
ど
も
笑
顔
課

　課
　
　長

須
々
木
珠
己

　課
長
代
理

丸
山

　知
子

　上
席
主
事

草
野

　友
希

　主
　
　事

磯
山
奈
津
穂

　事
務
補
佐
員

谷
口

　陽
子
◇

上
下
水
道
課

　課
　
　長

牧
野

　英
一

　副
課
長

本
田

　圭
子
◎

　課
長
代
理

藤
山

　喬
士

　副
参
事

赤
木

　郁
貞

　副
参
事

甲
本

　真
弓

　主
　
　査

池
上

　幸
志

　主
　
　査

井
伊

　将
之

　公営
企
業
支
援
員

原

　
　慎
二

　事
務
補
佐
員

川
端

　弘
子
◇

産
業
観
光
課

　産
業
政
策
監

有
元

　寿
登

　課
　
　長

米
本

　和
正

　課
長
代
理

頃
安

　英
生

　副
参
事

光
嶋

　寬
昌

　副
参
事

宗
近

　由
利

　副
参
事

難
波

　重
信

　主
　
　事

本
田

　和
子

　主
　
　事

荒
田

　大
輔

　地域
づ
く
り
推
進
員

鈴
鹿

　
　滋
◇

　空家
対
策
推
進
員

芦
田

　良
子
◇

　空家
対
策
推
進
員

古
林

　雅
章
◇

く
ら
し
安
全
課

　課
　
　長

水
島

　寛
之

　課
長
代
理

梶
尾

　大
輔

　副
参
事

筒
淵

　博
勝

　副
参
事

本
田

　健
治

　副
参
事

中
岡

　
　進

　副
参
事

西
村

　良
太

　主
　
　査

大
森

　雅
文

　主
　
　査

塚
木

　朋
実

　主

　事

岡
本

　真
汰

　主

　事

片
山
今
日
香
☆

　映
像
編
集
員

山
本

　浩
古
◇

　事
務
補
佐
員

藤
井

　裕
美
◇

税
務
課

　課
　
　長

立
石

　克
之

　副
課
長

小
室

　
　淳
◎

　課
長
代
理

赤
木

　信
哉

　主
　
　査

岡
本

　貴
光

　上
席
主
事

有
岡

　麻
衣

　主

　事

上
田

　翔
太

　主

　事

石
坂

　琉
依

　主

　事

山
本

　里
香

　事
務
補
佐
員

原
田
真
紀
子
◇

　事
務
補
佐
員

宗
近

　
　健
◇

住
民
生
活
課

　課
　
　長

河
村
由
起
子
◎

　課
長
代
理

林
田

　英
二
◎

　副
参
事

川
島

　美
紀

　副
参
事

結
石

　麻
里

　主
　
　査

光
岡
い
ず
み

　副
課
長

岩
谷

　保
廣

　課
長
代
理

二
宮

　一
頼

　副
参
事

井
上

　尚
樹

　主
　
　査

林
田

　祐
樹

　主
　
　査

杉
山

　慶
介

　上
席
主
事

岡
本

　拓
哉

　上
席
主
事

赤
堀

　裕
樹

　主

　事

藤
江

　祥
真

　主

　事

山
田
信
太
郎

　主

　事

内
田

　敦
大
☆

　事
務
補
佐
員

大
西

　正
和
◇

建
設
課

　課
　
　長

山
下

　勇
人
◎

　副
課
長

延
原

　勝
巳
◎

　課
長
代
理

門
乢

　紀
雄

　副
参
事

車
田

　浩
司

　主
　
　査

鳥
越

　裕
貴

　主
　
　査

野
崎

　洋
平

　主
　
　査

村
上

　真
未

　再
任
用
主
査

池
上

　享
宏

　主

　事

金
森

　愛
実
☆

み
さ
き
共
創
室

　室
　
　長

山
本

　政
巳

　室
長
代
理

葛
原

　佳
史
◎

　副
参
事

黒
瀬

　国
之

　主

　事

金
谷

　小
雪
☆

会
計
課

　課
　
　長

池
上

　久
子

　副
参
事

沖
永

　佳
子

　事
務
補
佐
員

小
川

　美
加
◇

議
会
事
務
局

　局
　
　長

河
村

　順
二

　主

　事

西
野

　嘉
将

　事
務
補
佐
員

池
上

　
　恵
◇

　上
席
主
事

綱
澤

　み
わ

　上
席
主
事

冨
井

　秋
里

　主

　事

鷲
田

　奈
美

　主
　
　事

小
原

　祐
人

　主

　事

影
山

　
　誠
☆

　事
務
補
佐
員

志
茂

　美
香
◇

　事
務
補
佐
員

髙
橋

　企
江
◇

　事
務
補
佐
員

谷
口

　加
純
◇

保
険
年
金
課

　

　課
　
　長

平
賀
慎
一
郎

　課
長
代
理

家
元

　裕
一

　副
参
事

赤
木

　洋
美

　副
参
事

前
原

　浩
志

　副
参
事

松
岡

　京
子

　主
　
　査

高
山

　尚
子

　上
席
主
事

中
村

　泰
河

　主
　
　事

山
本
明
日
美

　主
　
　事

加
藤

　右
晏

　事
務
補
佐
員

岸
本

　夕
佳
◇

　事
務
補
佐
員

本
松
美
和
子
◇

　事
務
補
佐
員

松
岡
ゆ
か
り
◇

　事
務
補
佐
員

村
上

　孝
介
◇

　介護
認
定
調
査
員

小
林

　園
惠
◇

　介護
認
定
調
査
員

坂
本

　妙
子
◇

　介護
認
定
調
査
員

西
坂

　康
代
◇

　介護
認
定
調
査
員

服
部

　玉
江
◇

健
康
推
進
課

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

　課
　
　長

貝
阿
彌
美
和

　副
課
長

田
村

　和
子
◎

　課
長
代
理

梶
尾

　尚
子

　副
参
事

福
田

　幸
子

　副
参
事

大
﨏

　順
子

　副
参
事

原

　
　由
佳
◎

　主
　
　査

田
口

　優
人

　上
席
技
師

山
本

　実
奈

　上
席
技
師

小
西

　良
佳

　上
席
栄
養
士

秋
平
小
也
香

　上
席
栄
養
士

篠
井
知
栄
美

　上
席
保
健
師

相
澤

　麗
奈

　栄
養
士

中
原

　倫
子

　保
健
師

黒
澤

　美
優

本
　
　
　庁

新しい職員配置をお知らせします

中
央
か
め
っ
こ
保
育
園

　園
　
　長

清
水
千
代
美

　副
園
長

川
畑

　友
美
◎

　園
長
代
理

岩
本

　桜
子

　副
参
事

三
舩

　絵
美

　副
参
事

山
本

　佳
代

　副
参
事

森
本

　圭
子
◎

　副
参
事

横
部

　裕
子

　副
参
事

石
戸

　尚
恵

　主
　
　査

梶
谷

　真
紀

　主
　
　査

山
西
る
み
こ

　主
　
　査

森
定

　克
樹

　上
席
保
育
士

難
波

　和
里

　上
席
保
育
士

坂
元

　美
月

　上
席
保
育
士

竹
中

　華
純

　上
席
保
育
士

西
田

　彩
夏

　上
席
栄
養
士

山
本
早
奈
恵

　保
育
士

中
村

　華
恋

　保
育
士

岡
田

　茉
依

　上席
管
理
調
理
師

窪
木

　り
え

　保
育
士

赤
松

　美
里
◇

　保
育
士

赤
松

　
　恵
◇

　保
育
士

稲
谷
由
紀
子
◇

　保
育
士

北
橋
千
恵
美
◇

　保
育
士

高
林

　
　廉
◇

　保
育
士

竹
内

　理
紗
◇

　保
育
士

田
村

　友
鹿
◇

　保
育
士

中
村
あ
か
り
◇

　保
育
士

中
村

　由
香
◇

　保
育
士

長
谷
川
誉
子
◇

　保
育
士

森
山

　亜
矢
◇

　保
育
士

山
本
奈
緒
子
◇

　調
理
師

芦
田
八
千
代
◇

　調
理
師

岩
佐

　晴
恵
◇

　調
理
師

松
本

　亜
紀
◇

　調
理
師

森
本

　美
佳
◇

　調
理
補
助
員

谷

　
　智
美
◇

　園
務
員

原
田

　寿
美
◇

旭
保
育
園

　園
　
　長

西
村

　知
香

　園
長
代
理

秋
元

　洋
子

　副
参
事

野
﨑

　久
子

　主
　
　査

小
松
原
有
加

保
育
園

　上
席
保
育
士

池
上

　由
香

　上
席
保
育
士

稲
谷

　歩
美

　保
育
士

伊
狩

　智
子

　保
育
士

磯
山

　千
浪
◇

　保
育
士

下
山

　裕
子
◇

　保
育
士

山
田

　里
絵
◇

　栄
養
士

武
川

　圭
子
◇

　調
理
師

花
房

　和
子
◇

　調
理
師

平
田

　紀
香
◇

　調
理
師

福
田

　直
子
◇

柵
原
東
保
育
園

　園
　
　長

大
森
佐
絵
子

　園
長
代
理

福
本

　
　亮

　副
参
事

西
村

　妙
子

　副
参
事

中
谷

　裕
子

　副
参
事

森
里

　紘
二

　主
　
　査

森
田

　
　瞳

　上
席
栄
養
士

門
田
華
奈
子

　上
席
保
育
士

内
田

　千
景

　上
席
保
育
士

赤
木

　良
帆

　保
育
士

大
西

　美
香
◇

　保
育
士

木
下
由
紀
子
◇

　保
育
士

国
司

　瑞
恵
◇

　保
育
士

小
林

　文
子
◇

　保
育
士

柴
田

　直
子
◇

　保
育
士

谷

　
　時
子
◇

　保
育
士

山
中

　慶
子
◇

　調
理
師

　廣
野

　陽
子
◇

　調
理
師

　松
岡

　節
子
◇

　調
理
師

　見
手
倉
直
子
◇

　保
育
補
助
員

　坂

　
　総
子
◇

柵
原
西
保
育
園

　園
　
　長

平

　
　悦
子

　園
長
代
理

片
山

　慶
子

　副
参
事

沼

　
　友
香

　副
参
事

下
野

　史
緒
◎

　副
参
事

野
口

　宏
美

　主
　
　査

北

　
　幸
子

　主
　
　査

杉
山

　心
美

　保
育
士

難
波

　浩
輝

　保
育
士

岩
崎
妃
真
里
☆

　保
育
士

石
田
麻
衣
子
◇

　保
育
士

石
原

　千
惠
◇

　保
育
士

岡
本

　瑞
恵
◇

　保
育
士

柴
原

　由
佳
◇

　保
育
士

清
水

　洋
子
◇

※氏名の下の◎印は昇任・昇格職員、☆印は新採用職員、◇は会計年度任用職員

加
美
小
学
校

　図
書
館
司
書

古
玉

　瑞
穂
◇

　校
務
員

筒
塩

　伸
二
◇

美
咲
中
央
小
学
校

　上
席
栄
養
士

池
田
ゆ
き
菜

　図
書
館
司
書

髙
畑

　加
奈
◇

　校
務
員

國
米

　修
二
◇

　調
理
師

石
原

　直
子
◇

　調
理
師

小
賀
加
奈
子
◇

　調
理
師

見
手
倉
暢
恵
◇

中
央
中
学
校

　校
務
員

鑓
屋

　三
枝
◇

旭
学
園

　上席
管
理
調
理
師

松
本

　
　睦

　図
書
館
司
書

長
尾

　敦
子
◇

　校
務
員

松
岡

　信
江
◇

　調
理
師

内
藤

　崇
子
◇

　調
理
師

村
上
由
貴
子
◇

柵
原
学
園

　上席
管
理
調
理
師

藤
森

　由
紀
◎

　図
書
司
書

森
岡

　幸
子
◇

　校
務
員

松
井

　生
治
◇

　校
務
員

山
本

　育
香
◇

　調
理
師

池
上
ま
り
子
◇

　調
理
師

大
賀
紗
矢
香
◇

　調
理
師

里
谷
亜
由
実
◇

小
中
学
校

　調
理
師

鈴
鹿
美
保
子
◇

　調
理
師

難
波

　幸
恵
◇

中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　上
席
調
理
師

西
本

　幸
恵

　調
理
師

片
山

　実
与
◇

　調
理
師

谷
本

　真
紀
◇

　調
理
師

森
谷

　勝
代
◇

　調
理
師

山
本
加
津
子
◇

中
央
図
書
館

　図
書
館
司
書

磯
山
穂
乃
香
◇

　図
書
館
司
書

山
本

　佳
苗
◇

旭
図
書
館

　図
書
館
司
書

杉
山

　育
代
◇

柵
原
図
書
館

　図
書
館
司
書

德
永

　
　舞
◇

　図
書
館
司
書

米
本

　典
子
◇

中
央
児
童
館

　児
童
厚
生
員

岡
本

　範
子
◇

図
書
館

教
育
総
務
課

　課
　
　長

結
石

　貴
志

　課
長
代
理

大
﨏

　淳
一

　総括
指
導
主
事

辻
本

　良
和

　副
参
事

山
田

　公
子

　副
参
事

豊
岡

　慶
子

　副
参
事

片
山

　晴
生

　上
席
主
事

河
内

　美
際

　上
席
技
師

谷

　
　淳
史

　主

　事

櫻
井

　珠
梨

　指
導
主
事

早
瀬

　正
博
◇

　栄
養
士

清
水

　眞
弓
◇

　教
育
支
援
員

平
井

　亜
季
◇

生
涯
学
習
課

　課
　
　長

牧
野

　雅
明

　課
長
代
理

森
岡

　和
男

　副
参
事

山
本

　喜
大

　主

　事

藤
井
有
希
恵

　主

　事

田
本

　鈴
賀
☆

　社会
教
育
指
導
員

杉
山

　千
穂
◇

　学
芸
員

田
中

　清
美
◇

　事
務
補
佐
員

清
水

　嘉
浩
◇

　事
務
補
佐
員

岡
田

　敦
子
◇

　支
所
長

大
釜

　実
行

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

大
釜

　実
行

　副
課
長

赤
木

　靖
江
◎

　課
長
代
理

髙
山

　洋
子

　副
参
事

大
釡

　仁
士

　副
参
事

山
本

　誠
治

　主
　
　査

今
井

　伸
行

　上
席
主
事

安
藤

　裕
司

　主
　
　事

大
土
井

　雅

　主
　
　事

川
越

　智
加

　支
所
支
援
員

志
茂

　孝
典

　事
務
補
佐
員

難
波
寛
治
郎
◇

　事
務
補
佐
員

田
中

　誉
子
◇

　事
務
補
佐
員

山
本
志
保
子
◇

教
育
委
員
会

旭
総
合
支
所

　支
所
長

林
田

　達
男

地
域
振
興
課

　課 

長（
兼
）

林
田

　達
男

　副
課
長

門
田
美
由
紀
◎

　課
長
代
理

福
田

　伸
吾

　課
長
代
理

田
口

　貴
之

　副
参
事

森
淵

　秀
和

　副
参
事

中
村
佐
知
子

　副
参
事

安
藤

　真
澄

　副
参
事

穐
山

　政
三

　副
参
事

米
本
久
美
子

　主
　
　事

安
東

　夏
羽

　再任
用
上
席
主
事

牧
野

　直
子

　支
所
支
援
員

笠
矢

　圭
吾

　社会
教
育
指
導
員

髙
山

　弘
道
◇

　事
務
補
佐
員

西
原

　
　有
◇

柵
原
総
合
支
所

　児
童
厚
生
員

近
行

　里
英
◇

　児
童
厚
生
員

矢
木

　有
美
◇

柵
原
児
童
館

　児
童
厚
生
員

石
戸

　裕
子
◇

　児
童
厚
生
員

谷
口

　素
子
◇

　児
童
厚
生
員

福
田
三
貴
子
◇

三
保
ふ
れ
あ
い
館

　事
務
補
佐
員

藤
本

　満
春
◇

加
美
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　事
務
補
佐
員

宮
本

　裕
美
◇

中
央
総
合
体
育
館

　事務
及
び
管
理
員

川
島

　美
明
◇

　事務
及
び
管
理
員

桑
元

　輝
明
◇

　事務
及
び
管
理
員

田
口

　俊
二
◇

　事務
及
び
管
理
員

平
川

　正
樹
◇

　事務
及
び
管
理
員

宮
本

　香
織
◇

旭
公
民
館

　社会
教
育
指
導
員

横
山
め
ぐ
美
◇

公
民
館

児
童
館

　保
育
士

戸
田

　恵
美
◇

　保
育
士

西
村

　彰
桂
◇

　保
育
士

山
本
ゆ
か
り
◇

　栄
養
士

岡
田

　琴
音
◇

　調
理
師

岡

　
　千
春
◇

　調
理
師

中
村

　尚
子
◇

　調
理
師

古
井

　京
子
◇

総
務
課
付
（
派
遣
）

〈
岡
山
県
〉

　副
参
事

武
本

　正
洋

〈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　セ
ン
タ
ー
長

村
上

　伸
二

　主
　
　査

柾
岡

　麻
由

　技
　
　師

永
井

　利
奈

〈
静
香
園
〉

　副
参
事

福
井

　幸
子

〈
国
土
交
通
省
〉

　上
席
技
師

嘉
壽

　
　渚

（
３
月
31
日
付
）

 

退
職
者

神
坂

　健
治
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
支
所
長
）

　

鈴
鹿

　
　彰
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
副
課
長
）

　

衣
畑

　典
子
（
柵
原
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
副
参
事
）

　

岡
本

　幸
之
（
上
下
水
道
課
・
副
参
事
）

　

中
島

　英
雄
（
旭
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
主
査
）

　

浦
上

　智
子
（
健
康
推
進
課
・
主
査
）

　

藤
原
さ
や
か
（
教
育
総
務
課
・
主
査
）

　

森
田

　
　遥
（
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
・
上
席
保
育
士
）

　

清
水

　嘉
浩
（
生
涯
学
習
課
・
上
席
主
事
）
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暮らしのカレンダー

○ 各公民館行事　　◇ 美咲ももたろうクラブ行事　　（　）会場

日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 5/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

おはなしみさきっず☆
（生涯学習センター）

〇クラフト講座 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 

（あさひなた）

児童手当支給日
◇通いの場 

（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（生涯学習センター）

おはなしPONちゃん 
（あさひなた）

こころの相談 
（あさひなた）

なやみごと・行政・心配ごと相談 
（あさひなた）
〇フレイル予防体操 

（生涯学習センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

〇フラワーアレンジメント講座 
（柵原総合文化センター）

DVD上映会 
（柵原図書館）
図書館deやってみよう！ 

（生涯学習センター）

DVD上映会 
（柵原図書館）

〇ヨーガに親しむ体験講座 
（柵原総合文化センター）

◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

中央地域乳幼児健康診査 
（生涯学習センター）

おはなしどんぐりころころ会 
（柵原図書館）

〇春のノルディック
　ウォーキング教室 

（柵原総合文化センター周辺）

開館一周年記念イベント 
（あさひなた）

おはなしみさきっず☆ 
（生涯学習センター）
マイナンバー休日開庁 

（役場本庁、旭・柵原総合支所）

〇ミニトマトを育てよう園芸講座 
（柵原総合文化センター）
〇ミニトマトを育てよう園芸講座 

（生涯学習センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（生涯学習センター）

〇消しゴムはんこ作り教室 
（生涯学習センター）

〇あなぐま舎で手織り体験 
（あなぐま舎）

柵原地域乳幼児健康診断 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 

（あさひなた）

開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：毎週月曜日、第３日曜日、月末最終平日、特別整理期間、年末年始図書館だより

中央図書館 0868（66）71520868（66）7151

<おはなしみさきっず☆
～かんバッジをつくろう！～>

◆と　き：５月10日㈰　午前10時30分～ 
◆ところ：児童書コーナー
◆対　象：小学生以下
◆定　員：10人

要予約

<図書館deやってみよう！
～美咲郷土かるた編～>

◆と　き：４月25日㈯　午前10時30分～
◆ところ：たたみコーナー
◆対　象：子ども～大人まで
◆講　師：美咲郷土かるたを活かす会

要予約

旭図書館 0867（27）36720867（27）3674

＜おはなしPONちゃん＞
◆と　き：４月18日㈯
　　　　　午前10時30分～
◆ところ：フリースペース
◆対　象：小学生以下

<開館一周年記念イベント>
◆と　き：５月９日㈯　　　　　　　　　　　　
◆内　容：（大判）美咲郷土かるた大会
　　　　　ミニ演奏会～garnet（ガーネット）～
　　　　　おはなしPONちゃん、缶バッジ作り　など

よみきかせ
＆
工作

柵原図書館 0868（64）75470868（64）7055

＜DVD上映会＞
「風の奏の君へ」（98分）
◆と　き：４月25日㈯、26日㈰
　　　　　午後２時～
◆ところ：視聴覚室
◆出　演：松下奈緒、杉野遥亮　ほか

申込不要

＜おはなしどんぐりころころ会
開館記念スペシャル＞

「ミニコンサート」
◆と　き：５月２日㈯　午後２時～
◆ところ：ギャラリー
◆出　演：柵原学園音楽部

イベント情報
美咲町立図書館
公式Facebook ➡ 美咲町立図書館

公式LINE ➡美咲町立図書館
ホームページ

休館・新刊情報

➡

生涯学習講座募集みさき健康ポイント対象事業です。ポイントカードをお持ちください。

【申し込み・問い合わせ】
中央公民館　　　　　　　☎︎０８６８（６６）７１５１
旭総合支所　　　　　　　☎︎０８６７（２７）３１１１
旭公民館　　　　　　　　☎︎０８６７（２７）３６７４
柵原総合文化センター　　☎︎０８６８（６２）１１２５

お気軽にお問い合わせください。
各公民館、各総合支所にあるチ
ラシ、美咲町ホームページでも
確認できます。

＜公民館開館時間＞午前８時30分〜午後５時  ※午後５時〜10時は、３日前までの予約で使用可能です。

ヨーガに親しむ体験講座
４月27日㈪ 　午後１時〜３時
場　所：柵原総合文化センター
　　　　機能回復訓練室（久木200-8）
講　師：神代ホームヨーガ道場長
　　　　今井啓子さん
定　員：15人程度
参加費：200円

ミニトマトを育てよう園芸講座
①５月12日㈫　午前10時〜正午
場  所：柵原総合文化センター　第２会議室
　　　　（久木200-8）
②５月12日㈫　午後１時30分〜２時30分
場  所：生涯学習センター　第２研修室
　　　　（原田3100-1）
講　師：結vege　國米裕喜さん
定　員：10人程度
参加費：200円
材料費：1,000円

あなぐま舎で手織り体験
４月25日㈯　午前10時〜正午
集合場所：あなぐま舎（中3088-1）
講　　師：あなぐま舎スタッフ・利用者さん
定　　員：10人
参　加　費：200円
材　料　費：1,000円

歌って脳トレ講座
５月18日㈪　午後１時30分〜２時30分
場　所：旭地域多世代交流拠点「あさひなた」　　
　　　　３階視聴覚室（西川1001-12）
講　師：音楽療法セラピスト　内田京子さん
参加費：200円
定　員：15人程度
持参物：飲み物・タオル

クリニカルアート教室
〜スタンピングで描く藤の花〜
５月26日㈫　午前10時〜正午
場　所：生涯学習センター　多目的スペース
　　　　（原田3100-1）
講　師：臨床美術士　マルヤマヒロコさん
定　員：８人（応募多数の場合は抽選）
参加費：200円
材料費：300円

百々人形絵付け体験講座
５月27日㈬　午前10時〜11時30分
場　所：旭地域多世代交流拠点「あさひなた」　　
　　　　２階工作室（西川1001-12）
講　師：百々人形保存会　代表　福井正さん
参加費：200円
材料費：800円
定　員：15人程度
持参物：エプロン

消しゴムはんこ作り教室
５月16日㈯　午前10時〜正午
場  所：生涯学習センター　多目的スペース
　　　　（原田3100-1）
講　師：玉木陽一さん
定　員：10人程度（小学校３年生～大人まで）
　　　　小学校３・４年生は保護者同伴で　　
　　　　お願いします
参加費：200円
材料費：300円
持参物：カッターナイフ・筆記用具

春のノルディックウォーキング教室
５月７日㈭　午前９時30分〜11時
場　所：柵原総合文化センター　周辺
　　　　（久木200-8）
講　師：美咲ももたろうクラブさん
参加費：200円
定　員：10人程度
持参物：帽子・飲み物・タオル
　　　　ポールを持っている人は持参して
　　　　ください
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暮らしのカレンダー

○ 各公民館行事　　◇ 美咲ももたろうクラブ行事　　（　）会場

日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 5/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

おはなしみさきっず☆
（生涯学習センター）

〇クラフト講座 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 

（あさひなた）

児童手当支給日
◇通いの場 

（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（生涯学習センター）

おはなしPONちゃん 
（あさひなた）

こころの相談 
（あさひなた）

なやみごと・行政・心配ごと相談 
（あさひなた）
〇フレイル予防体操 

（生涯学習センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

〇フラワーアレンジメント講座 
（柵原総合文化センター）

DVD上映会 
（柵原図書館）
図書館deやってみよう！ 

（生涯学習センター）

DVD上映会 
（柵原図書館）

〇ヨーガに親しむ体験講座 
（柵原総合文化センター）

◇健康麻雀教室 
（柵原総合文化センター）

中央地域乳幼児健康診査 
（生涯学習センター）

おはなしどんぐりころころ会 
（柵原図書館）

〇春のノルディック
　ウォーキング教室 

（柵原総合文化センター周辺）

開館一周年記念イベント 
（あさひなた）

おはなしみさきっず☆ 
（生涯学習センター）
マイナンバー休日開庁 

（役場本庁、旭・柵原総合支所）

〇ミニトマトを育てよう園芸講座 
（柵原総合文化センター）
〇ミニトマトを育てよう園芸講座 

（生涯学習センター）

◇通いの場 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（柵原総合文化センター）

◇オレンジカフェ 
（生涯学習センター）

〇消しゴムはんこ作り教室 
（生涯学習センター）

〇あなぐま舎で手織り体験 
（あなぐま舎）

柵原地域乳幼児健康診断 
（柵原総合文化センター）
◇オレンジカフェ 

（あさひなた）

開館時間：午前10時～午後６時
休 館 日：毎週月曜日、第３日曜日、月末最終平日、特別整理期間、年末年始図書館だより

中央図書館 0868（66）71520868（66）7151

<おはなしみさきっず☆
～かんバッジをつくろう！～>

◆と　き：５月10日㈰　午前10時30分～ 
◆ところ：児童書コーナー
◆対　象：小学生以下
◆定　員：10人

要予約

<図書館deやってみよう！
～美咲郷土かるた編～>

◆と　き：４月25日㈯　午前10時30分～
◆ところ：たたみコーナー
◆対　象：子ども～大人まで
◆講　師：美咲郷土かるたを活かす会

要予約

旭図書館 0867（27）36720867（27）3674

＜おはなしPONちゃん＞
◆と　き：４月18日㈯
　　　　　午前10時30分～
◆ところ：フリースペース
◆対　象：小学生以下

<開館一周年記念イベント>
◆と　き：５月９日㈯　　　　　　　　　　　　
◆内　容：（大判）美咲郷土かるた大会
　　　　　ミニ演奏会～garnet（ガーネット）～
　　　　　おはなしPONちゃん、缶バッジ作り　など

よみきかせ
＆
工作

柵原図書館 0868（64）75470868（64）7055

＜DVD上映会＞
「風の奏の君へ」（98分）
◆と　き：４月25日㈯、26日㈰
　　　　　午後２時～
◆ところ：視聴覚室
◆出　演：松下奈緒、杉野遥亮　ほか

申込不要

＜おはなしどんぐりころころ会
開館記念スペシャル＞

「ミニコンサート」
◆と　き：５月２日㈯　午後２時～
◆ところ：ギャラリー
◆出　演：柵原学園音楽部

イベント情報
美咲町立図書館
公式Facebook ➡ 美咲町立図書館

公式LINE ➡美咲町立図書館
ホームページ

休館・新刊情報

➡
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暮らしの情報

問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。

津山圏域合同企業説明会
問 津山広域事務組合
☎0868（24）3633
■日　時
　４月25日㈯
①10：00～12：00
②13：30～15：30
■場　所
　津山圏域雇用労働センター
（津山市山下92-１）
■対　象
　一般求職者、令和９年３月に
卒業予定の新規学卒者、ⅠＪＵ
ターン就職希望者など。
■参加企業数
　50社（午前と午後で企業が
入れ替わります）

全国一斉子どものための 
養育費相談会
問 岡山県司法書士会
☎086（236）7812
　岡山県司法書士会・全国青年
司法書士協議会の共催で、養育
費に関する電話相談会を開催し
ます。養育費に関して令和８年
４月１日から大きな変更がなさ
れました。養育費でお悩みの人
は、ぜひご相談ください。
■日　時
　４月29日（水・祝）
　10：00～16：00
■専用電話番号
　０１２０（５６７）３０１

（フリーダイヤル）
※相談無料、秘密厳守、予約不

要。

今月の納期（４月30日）
■固定資産税
■上下水道料金

中央地域（中央かめっこ保育園内）
☎0868（66）7830
旭地域（旭保育園内）
☎0867（27）2733
柵原地域（柵原西保育園内）
☎0868（62）1009

イベント情報に→ついてはこちら

入居者募集
問・申 
住 民 生 活 課☎0868（66）1114
旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
柵原地域振興課☎0868（62）1111

【町営住宅】
■募集住宅（予定）

［中央地域］
　下町住宅（原田）１戸
　上町住宅（原田）１戸

［旭地域］
　なかよし住宅（西川）２戸
　湖スカイコーポ（西川）２戸
　夢清水住宅（特定公共住宅）
　　　　　　　（西川）１戸
■募集期間
　４月20日㈪まで

【町有住宅】
■募集住宅
　やなはら住宅（書副）
■募集期間
　随時
■備　考
　入居条件などについては、柵
原総合支所地域振興課にご相談
ください。

津山高専つやまＳＴＥＡＭ 
人材育成塾第４期生募集
問 津山高専総務課内つやま
STEAM人材育成塾事務局
☎0868（24）8402
　今の子どもたちが大人になっ
たとき、世界ではAI（人工知能）
やロボットが台頭し、今とは異
なる時代になっています。その
ような時代を生き抜き、世界で
も活躍できる子どもたちを育成
するため、STEAM （スティー
ム）教育の考え方を取り入れた
次世代人材育成プログラムを展
開していきます。受講料無料。
■内　容
　生命科学からロボットまで広
範で専門的な学習機会を提供す
るとともに、強く関心を持った
分野での探究活動を支援しま
す。
■対　象
　小学校5年生～中学校3年生
■募集定員
　40人程度
※選抜審査があります。
■開講場所
　津山高専または岡山市内サテ
ライト教室
■開講期間
　令和８年７月～令和９年３月
■開講日程
　毎月２回程度、
　土曜日午後実施
■募集受付期間
　６月１日㈪まで
■応募方法
　ホームページ（→）
から申し込んでくだ
さい。
　https://jrdr-tsuyamakosen.
jp/
■プレイベント
　５月23日㈯
※詳細はHP参照。

第29回月の輪古墳登山 
～自分の足で登る月の輪古墳への道～
問 山田雄二
☎090（3633）1432

■日　時
　４月29日（水・祝）
　開会９：00 
■場　所　
　飯岡コミュニティハウス

（美咲町飯岡747）
■内　容
・記録映画「月の輪古墳」上映
・月の輪合唱団による合唱発表
・参加者による交流会
・月の輪古墳へ登山しましょう

　　　　　←月の輪合唱団
　　　　　　「新しい風よ吹け」
　　　　　　「発掘」ほか

■主　催
　月の輪の心を語りつぐ会

問 健康推進課
☎0868（66）1195

４/20
㈪

●こころの相談
あさひなた
受付　９：00～12：00

４/30
㈭

●中央地域乳幼児健康診査
生涯学習センター
受付　13：00～13：30

５/12
㈫

●柵原地域乳幼児健康診査
柵原総合文化センター
受付　13：00～13：30

事業主の皆さまへ 
年次有給休暇を取得しやすい 
環境づくりに取り組みましょう
問 岡山労働局雇用環境・均等
室☎086（225）2017
　働き方・休み方の改善を継続
的に行うためには、計画的な業
務運営や休暇の分散化につなが
る年次有給休暇の計画的付与制
度、労働者のさまざまな事情に
応じた柔軟な働き方・休み方に
つながる時間単位の年次有給休
暇の活用が効果的です。

年次有給休暇取得
促進特設サイト　→

問 住 民 生 活 課☎0868（66）1114
　 旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
　 柵原地域振興課☎0868（62）1111

●なやみごと・行政・心配ごと
相談

◦日時　４月21日㈫
　　　　13：00～16：00
　　　　（受付15：30まで）
◦場所　あさひなた
◦対象　美咲町に住所を有する

人
◦相談員　人権擁護委員、行政相

談委員、民生委員、弁
護士

※相談無料、秘密厳守。
※弁護士へ相談する際は、利害

関係がある場合など、相談に
応じられない場合があります。

募集 お知らせ納期

子育て支援センター

町営・町有住宅

相談

健康・子育て

２月21日〜３月20日

事　　故
町内交通事故（人身事故）	 １件

火　　災
	 建物火災	 １件
	 その他火災	 ２件

人の動き
３月１日現在　（　）内は前月比。
人　口 12,274人（−24）

男性 5,902人（−15）
女性 6,372人（−9）

役場の電話番号
役場本庁 代表　☎0868 （66） 1111

　50868 （66） 2038
総務課 （66）1111
理財課 （66）1610
地域みらい課 （66）1191
くらし安全課 （66）1112
税務課 （66）1113
住民生活課 （66）1114
保険年金課 （66）1115
健康推進課
（こども家庭センター）（66）1195

福祉しあわせ課
（重層支援センター） （66）1129

こども笑顔課 （66）1618
上下水道課 （66）3084
産業観光課 （66）1118
建設課 （66）2874
みさき共創室 （66）1660
会計課 （66）3080
議会事務局 （66）1128

旭総合支所 代表　☎0867 （27） 3111
 　50867 （27） 3670

柵原総合支所 代表　☎0868 （62） 1111
　50868 （62） 7806

教育委員会 代表　☎0868 （66） 2873
 　50868 （66） 3730

教育総務課 （66）2873
生涯学習課 （66）3086

〜14歳 1,150人 10％
15歳〜64歳 5,928人 48％
65歳〜 5,196人 42％

世帯数 5,778世帯（−2）

☎０１２０－０２８－５３３
（通話料無料）

●みさきネットコールセンター専用フリーダイヤル●
インターネット・テレビ・告知放送のことは・・・

☎０８６８－６６－７１６１（通話料有料）
受付時間

6：00～24：00
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暮らしの情報

問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。

津山圏域合同企業説明会
問 津山広域事務組合
☎0868（24）3633
■日　時
　４月25日㈯
①10：00～12：00
②13：30～15：30
■場　所
　津山圏域雇用労働センター
（津山市山下92-１）
■対　象
　一般求職者、令和９年３月に
卒業予定の新規学卒者、ⅠＪＵ
ターン就職希望者など。
■参加企業数
　50社（午前と午後で企業が
入れ替わります）

全国一斉子どものための 
養育費相談会
問 岡山県司法書士会
☎086（236）7812
　岡山県司法書士会・全国青年
司法書士協議会の共催で、養育
費に関する電話相談会を開催し
ます。養育費に関して令和８年
４月１日から大きな変更がなさ
れました。養育費でお悩みの人
は、ぜひご相談ください。
■日　時
　４月29日（水・祝）
　10：00～16：00
■専用電話番号
　０１２０（５６７）３０１

（フリーダイヤル）
※相談無料、秘密厳守、予約不

要。

今月の納期（４月30日）
■固定資産税
■上下水道料金

中央地域（中央かめっこ保育園内）
☎0868（66）7830
旭地域（旭保育園内）
☎0867（27）2733
柵原地域（柵原西保育園内）
☎0868（62）1009

イベント情報に→ついてはこちら

入居者募集
問・申 
住 民 生 活 課☎0868（66）1114
旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
柵原地域振興課☎0868（62）1111

【町営住宅】
■募集住宅（予定）

［中央地域］
　下町住宅（原田）１戸
　上町住宅（原田）１戸

［旭地域］
　なかよし住宅（西川）２戸
　湖スカイコーポ（西川）２戸
　夢清水住宅（特定公共住宅）
　　　　　　　（西川）１戸
■募集期間
　４月20日㈪まで

【町有住宅】
■募集住宅
　やなはら住宅（書副）
■募集期間
　随時
■備　考
　入居条件などについては、柵
原総合支所地域振興課にご相談
ください。

津山高専つやまＳＴＥＡＭ 
人材育成塾第４期生募集
問 津山高専総務課内つやま
STEAM人材育成塾事務局
☎0868（24）8402
　今の子どもたちが大人になっ
たとき、世界ではAI（人工知能）
やロボットが台頭し、今とは異
なる時代になっています。その
ような時代を生き抜き、世界で
も活躍できる子どもたちを育成
するため、STEAM （スティー
ム）教育の考え方を取り入れた
次世代人材育成プログラムを展
開していきます。受講料無料。
■内　容
　生命科学からロボットまで広
範で専門的な学習機会を提供す
るとともに、強く関心を持った
分野での探究活動を支援しま
す。
■対　象
　小学校5年生～中学校3年生
■募集定員
　40人程度
※選抜審査があります。
■開講場所
　津山高専または岡山市内サテ
ライト教室
■開講期間
　令和８年７月～令和９年３月
■開講日程
　毎月２回程度、
　土曜日午後実施
■募集受付期間
　６月１日㈪まで
■応募方法
　ホームページ（→）
から申し込んでくだ
さい。
　https://jrdr-tsuyamakosen.
jp/
■プレイベント
　５月23日㈯
※詳細はHP参照。

第29回月の輪古墳登山 
～自分の足で登る月の輪古墳への道～
問 山田雄二
☎090（3633）1432

■日　時
　４月29日（水・祝）
　開会９：00 
■場　所　
　飯岡コミュニティハウス

（美咲町飯岡747）
■内　容
・記録映画「月の輪古墳」上映
・月の輪合唱団による合唱発表
・参加者による交流会
・月の輪古墳へ登山しましょう

　　　　　←月の輪合唱団
　　　　　　「新しい風よ吹け」
　　　　　　「発掘」ほか

■主　催
　月の輪の心を語りつぐ会

問 健康推進課
☎0868（66）1195

４/20
㈪

●こころの相談
あさひなた
受付　９：00～12：00

４/30
㈭

●中央地域乳幼児健康診査
生涯学習センター
受付　13：00～13：30

５/12
㈫

●柵原地域乳幼児健康診査
柵原総合文化センター
受付　13：00～13：30

事業主の皆さまへ 
年次有給休暇を取得しやすい 
環境づくりに取り組みましょう
問 岡山労働局雇用環境・均等
室☎086（225）2017
　働き方・休み方の改善を継続
的に行うためには、計画的な業
務運営や休暇の分散化につなが
る年次有給休暇の計画的付与制
度、労働者のさまざまな事情に
応じた柔軟な働き方・休み方に
つながる時間単位の年次有給休
暇の活用が効果的です。

年次有給休暇取得
促進特設サイト　→

問 住 民 生 活 課☎0868（66）1114
　 旭 地 域 振 興 課☎0867（27）3111
　 柵原地域振興課☎0868（62）1111

●なやみごと・行政・心配ごと
相談

◦日時　４月21日㈫
　　　　13：00～16：00
　　　　（受付15：30まで）
◦場所　あさひなた
◦対象　美咲町に住所を有する

人
◦相談員　人権擁護委員、行政相

談委員、民生委員、弁
護士

※相談無料、秘密厳守。
※弁護士へ相談する際は、利害

関係がある場合など、相談に
応じられない場合があります。

募集 お知らせ納期

子育て支援センター

町営・町有住宅

相談

健康・子育て

２月21日〜３月20日

事　　故
町内交通事故（人身事故）	 １件

火　　災
	 建物火災	 １件
	 その他火災	 ２件

人の動き
３月１日現在　（　）内は前月比。
人　口 12,274人（−24）

男性 5,902人（−15）
女性 6,372人（−9）

役場の電話番号
役場本庁 代表　☎0868 （66） 1111

　50868 （66） 2038
総務課 （66）1111
理財課 （66）1610
地域みらい課 （66）1191
くらし安全課 （66）1112
税務課 （66）1113
住民生活課 （66）1114
保険年金課 （66）1115
健康推進課
（こども家庭センター）（66）1195

福祉しあわせ課
（重層支援センター） （66）1129

こども笑顔課 （66）1618
上下水道課 （66）3084
産業観光課 （66）1118
建設課 （66）2874
みさき共創室 （66）1660
会計課 （66）3080
議会事務局 （66）1128

旭総合支所 代表　☎0867 （27） 3111
 　50867 （27） 3670

柵原総合支所 代表　☎0868 （62） 1111
　50868 （62） 7806

教育委員会 代表　☎0868 （66） 2873
 　50868 （66） 3730

教育総務課 （66）2873
生涯学習課 （66）3086

〜14歳 1,150人 10％
15歳〜64歳 5,928人 48％
65歳〜 5,196人 42％

世帯数 5,778世帯（−2）

☎０１２０－０２８－５３３
（通話料無料）

●みさきネットコールセンター専用フリーダイヤル●
インターネット・テレビ・告知放送のことは・・・

☎０８６８－６６－７１６１（通話料有料）
受付時間

6：00～24：00
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みさきレポート

美咲中央小創立20周年を祝う
「美咲っこフェスティバル」
　美咲中央小学校の創立20周年を記念して６年生（当時）
がイベントを開き、地域の人や保護者らを学校に招きまし
た。昨年12月ごろから準備を始め、参加者に楽しんでもら
えるようアイディアを出し合って企画しました。参加した
地域の人は「美咲町の特徴を生かしたコーナーづくりもす
てき」「子どもたちが一生懸命考えてイベントを作ってく
れたのがうれしい」と話されていました。（２月13日）

新規就農した２人を激励
　新規就農者の支援と、農業の発展に寄与する中核者
の育成を目的に、（公財）岡山県農林漁業担い手育成
財団と美咲町が共同で就業奨励金授与式を開催し、就農
した２人を激励しました。（２月19日）

立派な自衛官を目指して　美咲町から３人が自衛隊に入隊
　自衛隊に入隊する３人を激励しようと、美咲町役場
で激励会が開かれ、青野町長、自衛隊岡山地方協力本
部の小松本部長から激励の言葉が贈られました。海上
自衛隊に入隊する�房隼人さんは「地域の皆さまの期
待に応えられるよう精一杯頑張りたい」と決意を語り
ました。（２月19日）

100歳おめでとうございます！
横
よこ

部
べ

榮
さかえ

さん（金堀）
　お米を作りながら親戚の会社で働き、若いころから
家族を支えるためによく働かれました。阪神淡路大震
災のときは、神戸に嫁いだ娘さんの家が半壊状態だっ
たのを、大工と左官を連れてきて直してくれたそうで
す。娘さんは「怒られたこともなくやさしい父で、本当
に感謝している」と話されます。好物はコーヒー、いち
ご、お肉で、長寿の秘訣はよく働くことだそうです。

新規就農者（敬称略）
本田　聖貴（境）　　ブドウ
小坂　凌也（原田）　ブドウ

入隊者（敬称略）
�房　隼人（原　田）　海上自衛隊
井口　　徹（吉ケ原）　陸上自衛隊
光嶋　星哉（宮　山）　陸上自衛隊▲激励会に参加した花房さん（中央）

▲就業奨励金授与式に参加した小坂さん（中央左）、
　本田さん（中央右）

久米郡商工会は、創業する人を応援します。お気軽にご相談ください。

「経営改善」や「新たな挑戦」を、商工会が伴走型で全力でサポート
…………………………………………………………………………
地域の小規模事業者・中小企業の皆さまによる「経営改善」や「新たな挑戦」を、商工会が伴走型で
全力でサポートいたします。 詳細は二次元コードからご確認いただくか、お気軽に商工会までお問い
合わせください。

総合型地域スポーツクラブ

久米郡商工会☎ 0868（66）0033　（66）0442

補助金名 補助上限額 内　　容 ホームページ

小規模事業者持続化補助金

（通常枠第19回）締切　４月30日㈭
（創業型第 3 回）締切　４月30日㈭

50万
〜250万円
（ 補助率　

2/3〜3/4）

小規模事業者などの生産性向上と持続
的発展を図ることを目的とし、経営計画
に基づく新商品開発や効果的な広告展
開といった販路開拓に必要な費用を一
部を補助。

中小企業省力化投資補助金

(一般型)　締切　５月中旬
(カタログ型)　随時受付中

200万
〜1億円

（ 補助率　
1/2 〜 2/3）

(一般型)
事業内容などに合わせた設備導入・シ
ステム構築などの多様な省力化投資を
支援。
(カタログ型) 
生産性向上を実現する、カタログから
の汎用製品導入。

ものづくり・商業・サービス
生産性向上補助金

（第23次）締切　５月８日㈮

750万
〜4,000万円
（ 補助率　

1/2 〜 2/3）

生産性向上に資する、革新的な新製
品・新サービス開発や海外需要開拓を
行う事業のために必要な設備投資等 に
要する経費の一部を補助。

デジタル化・AI導入補助金
(通常枠)（インボイス枠)他

（第１次）締切　５月12日㈫

5万
〜450万円
（ 補助率　

1/2 〜 4/5）

中小企業・小規模事業者等の労働生産
性の向上を目的として、デジタル化や
DX等に向けたAIを含むITツール（ソ
フトウェア、サービス等）の導入を支
援。

創業型

一般型

通常枠

カタログ型
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みさきレポート

美咲中央小創立20周年を祝う
「美咲っこフェスティバル」
　美咲中央小学校の創立20周年を記念して６年生（当時）
がイベントを開き、地域の人や保護者らを学校に招きまし
た。昨年12月ごろから準備を始め、参加者に楽しんでもら
えるようアイディアを出し合って企画しました。参加した
地域の人は「美咲町の特徴を生かしたコーナーづくりもす
てき」「子どもたちが一生懸命考えてイベントを作ってく
れたのがうれしい」と話されていました。（２月13日）

新規就農した２人を激励
　新規就農者の支援と、農業の発展に寄与する中核者
の育成を目的に、（公財）岡山県農林漁業担い手育成
財団と美咲町が共同で就業奨励金授与式を開催し、就農
した２人を激励しました。（２月19日）

立派な自衛官を目指して　美咲町から３人が自衛隊に入隊
　自衛隊に入隊する３人を激励しようと、美咲町役場
で激励会が開かれ、青野町長、自衛隊岡山地方協力本
部の小松本部長から激励の言葉が贈られました。海上
自衛隊に入隊する�房隼人さんは「地域の皆さまの期
待に応えられるよう精一杯頑張りたい」と決意を語り
ました。（２月19日）

100歳おめでとうございます！
横
よこ

部
べ

榮
さかえ

さん（金堀）
　お米を作りながら親戚の会社で働き、若いころから
家族を支えるためによく働かれました。阪神淡路大震
災のときは、神戸に嫁いだ娘さんの家が半壊状態だっ
たのを、大工と左官を連れてきて直してくれたそうで
す。娘さんは「怒られたこともなくやさしい父で、本当
に感謝している」と話されます。好物はコーヒー、いち
ご、お肉で、長寿の秘訣はよく働くことだそうです。

新規就農者（敬称略）
本田　聖貴（境）　　ブドウ
小坂　凌也（原田）　ブドウ

入隊者（敬称略）
�房　隼人（原　田）　海上自衛隊
井口　　徹（吉ケ原）　陸上自衛隊
光嶋　星哉（宮　山）　陸上自衛隊▲激励会に参加した花房さん（中央）

▲就業奨励金授与式に参加した小坂さん（中央左）、
　本田さん（中央右）

個人情報保護のため、ホームページ上では
掲載しておりません。
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広告の内容などにつきましては、直接広告主へお問い合わせください。

至
久
米

お客様のご来店を心から
お待ちしております。

オクデヤ運送本社

美
咲
警
察
署

い
す
ゞ
自
動
車

津
山
営
業
所

国
道
53
号
線

㈱亀甲マイカー
センター㈱亀甲マイカーセンター

TEL（0868）66-0477　FAX（0868）66-1489

車の事ならなんでもお任せ

〒709-3703  久米郡美咲町打穴中1047

至津山

至福渡

今年度のスローガンは「交通ルール　みんなで守る　美咲町」です。

美咲署管内にて事故件数が増加しております。いつもの慣れた道でも十分注意をして運転しましょう。

４月６日㈪～４月15日㈬ 春の交通安全県民運動は です！
≪交通事故死亡ゼロを目指す日≫４月10日㈮

有 料 広 告

死
亡
届
を
他
の
市
町
村
へ
出
さ
れ
た
人
で
、

告
知
放
送
・
新
聞
・
広
報
み
さ
き
へ
掲
載

希
望
の
場
合
は
、告
別
式
の
前
日
午
後
５
時

ま
で
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

•

埋
火
葬
許
可
証

•

死
亡
報
告
書
（
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

妊婦に対するRSウイルスワクチン定期接種のお知らせ

高齢者肺炎球菌ワクチン自己負担額変更のお知らせ

問　健康推進課　☎０８６８（６６）１１９５　5０８６８（６６）１１６７

　令和８年４月１日から、妊娠28週から37週に至るまでの人を対象に定期接種が始まりました。
定期接種期間内であれば無料で接種を受けることができます。定期接種の対象となる人には案内
をお送りします。接種を受けるかどうかは接種対象者の希望と医師の判断となりますので、その
効果や副反応などを十分に理解したうえで判断してください。

　令和８年４月１日から、定期接種の対象となるワクチンが変更になりました。それに伴い、自
己負担額が変更となりました。
　⑴対　象　者　65歳の人（65歳の誕生日前日から66歳の誕生日の前日まで）のうち高齢者肺
　　　　　　　　炎球菌ワクチンの接種を受けたことのない人
　⑵接 種 場 所　岡山県相互乗り入れ医療機関
　⑶自己負担額　5,780円
　⑷助 成 方 法　医療機関で自己負担額支払い
　接種を受けるかどうかは、接種対象者の希望と医師の判断となりますので、その効果や副反応
など十分に理解したうえで、接種の判断をしてください。

戸
籍
の
窓
口

お
誕
生
お
め
で
と
う（
敬
称
略
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
／
２
月
21
日
～
３
月
20
日
届
出
分
）

原
　田
　
　光
岡

　
　花は

な
（
竜
也・い
ず
み
）

黒瀨　陸
りく

くん
（打穴中）４月２日生
お兄ちゃんと仲良く
元気にすくすく大きく
なってね♡

薮木　善
ぜん

くん
（吉ケ原）４月２日生
1歳おめでとう(^o^)
これからもかわいい笑
顔を見せてね♡

おめでとう みさキッズおめでとう みさキッズ１歳でちゅ１歳でちゅ

錦
　織
　
　甲
元

　利
憲

　九
一

行
　信
　
　
　山
　敏
子

　九
七

打
穴
下

　
　黒
瀬

　康
師

　八
二

打
穴
西

　
　西
本

　安
子

　八
九

上
　間
　
　谷
本

　幸
雄

　九
二

小
　山
　
　安
藤

　
　哲
　七
六

藤
　原
　
　牧
野

　進
輔

　九
一

個人情報保護のため、ホームページ上では
掲載しておりません。

222026.4



広告の内容などにつきましては、直接広告主へお問い合わせください。

至
久
米

お客様のご来店を心から
お待ちしております。

オクデヤ運送本社

美
咲
警
察
署

い
す
ゞ
自
動
車

津
山
営
業
所

国
道
53
号
線

㈱亀甲マイカー
センター㈱亀甲マイカーセンター

TEL（0868）66-0477　FAX（0868）66-1489

車の事ならなんでもお任せ

〒709-3703  久米郡美咲町打穴中1047

至津山

至福渡

今年度のスローガンは「交通ルール　みんなで守る　美咲町」です。

美咲署管内にて事故件数が増加しております。いつもの慣れた道でも十分注意をして運転しましょう。

４月６日㈪～４月15日㈬ 春の交通安全県民運動は です！
≪交通事故死亡ゼロを目指す日≫４月10日㈮

有 料 広 告
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※
黄
川
田
大
臣
の
視
察
に
同
行
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